
第 1 5 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 " 平成 2 4年 5 月 1 4 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局

まだお見えでない先生方もい ら っ しゃいますけれども 、 始め させて頂き たい と思います。

本 日 は 、 ご多忙の中お集ま り 頂き ま して 、 誠にあ り が と う ございます。

会議を開始致 します前に、 資料の確認をお願い致します。 まず一番上にございますのが 、

本 日 の出欠の一覧でございます。 続き ま して 、 本 日 の次第 と 本体資料がございます。 続き

ま して 、 資料 1 と 致 しま して 、 ｢テーマに沿っ た分析｣ に関する意見シー ト が ございます。

資料 2 と 致 しま して 、 これまでに提供 した ｢再発防止委員会から の提言｣ (一部) が ござい

ます。 資料 3 と 致 しま して 、 ｢再発防止委員会か ら の提言｣ (妊産婦向け情報案) と いった

資料がございます。 こ の他に 、 委員の皆様には、 本 日 公表 と な り ま した ｢第 2 回再発防止

に関する報告書｣ と 、 参考資料と しま して 、 第 6 4 回産科婦人科学会学術礁≦会の際の資料、

それか ら 、 日 本助産師会の機関誌であ り ます ｢助産師｣ の 2 0 1 1 年 8 月 号 と 2 0 1 2 年

2 月 号をお配 り してお り ます。

本 日 の資料は以上でございますので、 乱丁 ･ 落丁等ございま した ら 、 お 申 しつけ下さ い。

それでは、 定刻 と な り ま したので、 ただいま か ら第 1 5 回産科医療補償制度再発防止委

員会を開催致 します。 本 日 は、 隈本委員、 小林委員、 村上委員か ら 、 ご欠席の連絡を頂い

てお り ます。

それでは、 こ こ で池ノ 上委員長よ り 一言ごあい さ つを頂き たいと思います。 よ ろ し く お

願い致 します。

○池ノ 上委員長

それでは、 -言ごあい さつを 申 し上げます。

先生方、 お忙 しい中をお集ま り 頂きまして 、 あ り が と う ご ざいます。 実は 、 本 日 、 第 2

回の ｢産科医療補償制度 再発防止に関する報告書｣ を公表させて頂きま した。 公表に当

た り ま して 、 委員会を代表致しま して私が記者会見を行いま したので、 その ご報告を させ

て頂き ます。 座 らせて頂き ます。

おかげさ まで、 昨年 8 月 に公表致 しま した第 1 回の ｢産科医療補償制度 再発防止に関

する報告書｣ に続き ま して 、 こ のたび第 2 回の報告書を取 り ま と め る こ と ができ ま した。

委員の先生方、 関係各位に、 心か ら御礼を 申 し上げます。 記者会見には、 総数 1 2 社の方

がお見えにな り ま して 、 私が最初に こ の報告書の概要を説明 させて頂き ま した。 約 3 0 分

ち ょ っ と で全体の報告を致 しま して 、 その後 、 各記者の方々 か ら質問をお受け して 、 それ

にお答えする と い う こ と で、 私 と 上田理事 と でそれに対応を させて頂き ま した。 それか ら 、
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後理事に も一部、 その対応を して頂き ま した。 全体の私の感 じ と しま しては、 各社の方が

大変こ の制度を しっ か り つかま えて と いいますか、 理解を して頂いてお り ま して 、 それぞ

れ的確な ご質問を頂いた と 思います。 こ ち らが理解に苦 しむよ う な 、 そ う い う ご質問 も あ

り ませんで した し 、 私 ど もか らの説明 も しっか り と ご理解頂いたと思います。 色々 な数値

であ り ます と か、 数の問題であ り ます と か、 全体像 と い う よ う な 、 そ う いっ た こ と に関 し

ての質問があ り ま した。 それか ら 、 特に今回は常f湖台地盤早期剥離について 、 妊産婦の方に

も常位胎盤早期剥離に関する基本的な情報と か、 その と き の対応について、 提言を させて

頂き ま した。 医療関係者のみな らず、 そ う い う 妊産婦さ んに も参加 して頂いて再発防止に

つなげていこ う と い う 、 ある種新しい試み と して発信させて も らいま したけれども 、 その

こ と について も ご理解を頂いた と思っ てお り ます。 そ う いった と こ ろが先ほ どの記者会見

の模様で、何か追加事項があった ら 、 後で上田理事のほ う か ら もお願い したいと思います。

それか ら 、 先月 4 月 1 3 日 か ら 1 5 日 に 日 本産科婦人科学会が神戸で開催されま した。

その中で、 本制度に関するプロ グラ ムが学会 と 産婦人科医会の共同企画 と い う こ と で設け

られま した。 そ こでは、 原因分析報告書の内容を も と に、 新生児蘇生、 胎児心拍数モニタ

リ ング、 メ ト ロ イ リ ーゼ法、 人工布瑚莫、 子宮収縮薬、 吸引分娩 と ク リ ステ レル胎児圧出法

な どについて、 それぞれ多 く の先生方と の活発なディ スカ ッ シ ョ ンが行われま した。 新生

児蘇生に関するディ スカ ッ シ ョ ンでは、 第 1 回の報告書の ｢テーマに沿っ た分析｣ の 中で、

産科医だけではな く 、 分娩に立ち会 う 助産師、 看護師等が新生児蘇生法の習得に努めてほ

しい と い う こ と が記載されてお り ますが 、 本制度が ｢再発防止に関する報告書｣ と い う こ

と で産科医療関係者の方々 に注 目 され、 産科医療の質の向上のために利用 される と い う こ

と に 、 強い印象を受けた次第です。 岡井先生 と 私が座長を務め させて頂き ま したけれども 、

会場は満杯にな り ま して 、 立ち見席 と いいますか、 後 ろのほ う に もた く さ ん若い産婦人科

の先生方が立ったま ま の状態でずっ と 聞いてお られた と い う よ う な こ と でございま した。

そ う い う 意味では皆さ んに関心を持っ て頂いている と い う こ と を 、 印象 と して受けた次第

であ り ます。 今 日 の記者会見もそ う であ り ますが 、 今後 、 色々 な と こ ろでそ う いっ た活動

がな されてい く と 思います。

以上で、 本 日 の記者会見及びこれま で行われま した産婦人科学会の模様を ご報告 して 、

あい さつに代え させて頂き ます。

今 日 も 、 ど う ぞよ ろ し く お願い致 します。

○事務局

-2-



池ノ 上委員長、 ど う も あ り が と う ご ざいま した。

なお 、 申 し訳ございませんが 、 撮影につき ま してはこ こ まで と させて頂きますので、 よ

ろ し く お願い致 します。

それでは、 議事の進行のほ う 、 池ノ 上委員長、 よ ろ し く お願い致 します。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

それでは、 議題に入 り ます前に、 昨年の第 1 回の報告書公表の後、 関係学会 ･ 団体等で

様々 な取 り 組みを して頂いてお り ます。 その状況につき ま して委員の先生方から コ メ ン ト

を頂ければと思いますので、 まず、 産婦人科医会の取 り 組みについて、 石渡委員長代理、

お願い致します。

○石渡委員長代理

少々 時間を頂き ま して 、 産婦人科医会の医療安全への取 り 組みと い う こ と を ち ょ っ と お

話 し したい と 思います。

医会の会員は約 1 方 2 , 0 0 0 人弱です。 勤務医が約半数で、 全国 4 7 都道府県に医会の

支部があ り ま して 、 そ こ と密接な連携を と っ て地域医療を担っている わけであ り ます。 こ

こ には、 有床 ･ 無床診療所、 あ るいは私的な病院、 公的 ･ 国立病院、 それから大学附属病

院等々 の産婦人科医が会員になっ ている わけですけれども 、 したがっ て 、 産婦人科医会は

全国津々浦々 か ら情報収集をする機能 と 、 そ してまた 、 それを周知する よ う な機能を持っ

ているわけであ り ます。

医会は従来か ら 、 医事紛浄ナあ るいは医療安全対策 と い う こ と を重要な事業と位置づけて

お り ま して 、 組織を挙げて医療安全に取 り 組んでいる わけであ り ます。 平成 1 6 年か らい

わゆる 医療事故偶発事例の報告制度を設けま して 、 全国か ら支部を通 して色んな事例につ

いて報告を頂いている わけで、 特に満期の新生児死亡であ る と か、 あるいは新生児の脳性

麻痺、 これは生後 6 カ 月 以内に死亡 した脳憧麻痺事例も含んでお り ますけれど も 、 それか

ら産婦人科の異状死、 あ るいは医事紛争事例、 これを支部を通 して医会本部に報告 して頂

いているわけであ り ます。 本部では 、 事例を集大成 しま して 、 医療安全の提言を行っ てい

るわけです。 報告書の中には、 当該医療機関か ら の臨床診断名である と か、 あ るいは事例

の問題点だ と か、 あ る いは具体的な臨床経過、 それか ら 、 支部か ら は、 どの よ う な研修を

行っ てき たか、 医療安全に関する会員研修、 医療事故に対する集団あるいは個別研修、 そ

う い う よ う な報告を提出頂いている わけであ り ます。 全国の支部から上がって く る事例は、
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およそ 8 0 % ぐ らいになっている のではないかと思っ てお り ます。 特に妊産婦死亡、 これ

については重要なテーマでございま して 、 平成 2 2 年か ら これを充実させて、 今 、 厚労省

の研究班である と か、 あ るいは 日 産婦学会の周産期委員会 と も連携 しま して 、 ほぼ 日 本の

全例を収集 している状況で、 周産期の専門医である と か、 あ るいは、 麻酔医、 病理、 関連

内科 ･ 外科医等も参加 して頂いて事例を検討 し 、 毎年、 医療安全の提言を行っ ている わけ

であ り ます。

それか ら 、 今回の産科医療補償制度を踏ま えて脳′薑麻痺事例の再発防止等々 について も

医会は積極的に取 り 組んでいる わけですけれど も 、 実際、 脳↑幽麻痺事例の約 1 割か ら 2 割

ぐ らいは分娩周辺の低酸素血症によ る脳′性麻痺 と い う ふ 効こ壽言われてお り ますが 、 ほ と ん

どが未熟性でございま して 、 実際に生まれる と き に色んな異常が発現 してき ますから 、 そ

こ に遭遇 した産科医である と か、 あ るいは助産師が時に非難される 、 そ う い う 状況も現実

に起きている わけであ り ます。

そ して 、 産科医療補償制度を踏ま えて、 医会本部、 そ して 、 都道府県、 産婦人科の支部

と いいますか、 地方部会、 あ る いは学会、 これが連携を と って事業を進めている わけであ

り ます。 先ほ ど委員長か ら あっ た第 6 4 回の学術集会、 これは神戸で行われま したけ ど、

その と き の学術檪ミ会は 日 本産婦人科学会 と 医会の共同企画であ り ま して 、 ｢産科医療補償制

度原因分析委員会から脳小艶麻痺発症予防のために｣ と い う テーマで、 新生児蘇生術の基本

を身につけ よ う と か、 胎児心拍数モニタ リ ングの適切な判断である と か、 あ るいは産科処

置の際の基本的留意事項と して 、 メ ト ロ イ リ ーゼ、 人工被膜、 子宮収縮薬の留意点、 吸引

分娩における ク リ ステ レル圧出法の留意点、 こ う い う こ と を研修会で報告 したわけであ り

ますが 、 立ち見席がない ぐ らい 、 い っ ぱいでございま した。

去年は、 同 じ学術藻も会で、 これは大阪で行われま したけれども 、 産婦人科の診療ガイ ド

ラ イ ンの解説が行われたわけであ り ます。 一昨年 (平成 2 2年) は、 第 6 2 回に 当た り ま

すが 、 東京で開催されま して 、 鉗子分娩の手技の基本である と か、 あ るいは吸引分娩の手

技の基本が話されたわけであ り ます。

それか ら 、 産婦人科医会 と しま して 、 これは 日 本周産期 ･ 新生児医学会 と の共同であ り

ますけれども 、 新生児蘇生法について講習会を 、 これは 、 本部もやってお り ます し 、 ま た 、

N I C Uの先生を中心 と して 、 各地で行われてお り ます。 全ての分娩に新生児蘇生ができ

る人が立ち会 う と い う 、 これが大き なス ロ ーガンでございま して 、 それに向けて研修会が

開かれている わけであ り ます。 そ して 、 新生児蘇生法のアルゴ リ ズム と い う 、 こ のポス タ



一が、 今、 分娩室に掲示されてお り ます。 新生児蘇生法に関する講習会、 これは医会と し

て も毎年開いてお り ますけれど も 、 周産期 ･ 新生児医学会 と と も にやっ ている わけであ り

ます。

次に 、 分娩監視装置のモニターの読み方についてであ り ますが 、 これにつき ま して も 、

ポス タ ーを分娩室に掲示 して 、 よ り 安全な分娩監視をやっ ている わけであ り ます。 昨年 1

2 月 、 これはポケ ッ ト版ですけれど も 、 全ての分娩に携わる方たちの胸のポケ ッ ト に入る

よ う な小 さ な冊子を作 り ま して 、 今 、 分娩の監視 と い う こ と に注意 しているわけであ り ま

す。 分娩監銘見装置のモニターの読み方、 それか ら 、 その対応を現在やっ てお り ます。

それか ら 、 今年予定されている こ と ですけれども 、 1 0 月 7 割こ 日 本産婦人科医会学術

集会がございま して 、 メ ディ カル ･ コ メ ディ カルの生涯教育の一環と して 、 新生児蘇生法

に関する講習会 と 、 それか ら 、 分娩監視に関する 、 特に C T Gの読み方に関する講習会を

実施する予定になっ てお り ます。

あ と 、 各都道府県支部、 あ る いは医会 ･ 学会で、 特に ｢産婦人科診療ガイ ドラ イ ン-産

科編｣ を周知徹底する よ う 、 各地で講習会等々 が開かれてお り 、 その よ う な こ と を医会は

取 り 組んでお り ます。

以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。

次に 、 看護協会の取 り 組みについて、 福井委員、 お願い致 します。

○福井委員

よ ろ し く お願い致します。

全国の助産師の就業者数は現在 3 万人ほ どです。 その う ち 日 本看護協会への入会者は約

2 万 2 , 0 0 0 人ほ どです。 助産師職能委員会を設置 してお り ま して 、 4 7 都道府県を 6 つ

の地区に分けて、 各地区 2 名ずつの委員が 日 本看護協会の助産師職能委員 と して活動 して

頂いています。 こ の 6 ブロ ッ ク か ら 2 名ずつ選出 された委員 1 2 名 が全国 4 7都道府県の

職能委員 と連携 ･ 協働 していて双方向の情報提是供 ･ 共有 ･ 収集ができ る よ う な仕組みにな

っ ています。 こ の仕組みを使って第 1 回の ｢再発防止に関する報告書｣ が公開 された と き

に周知徹底を図 る と い う こ と を致 しま した。 具体的には 、 昨年 8 月 に本会内部会議に報告

後、 ホームページに リ リ ース を発表 し、 機関誌に も掲載 しま した。 また 、 特別委員会、 助

産師職能委員会委員に報告、所属施設先等での普及啓発を促 し、 全国助産師職能委員長会、
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地区別助産師職能委員会では報告書の内容を普及啓発 しま した。 さ ら に 、 新卒助産師研修

ガイ ド みこ 、 N C P R受講が必須である 旨を記載 しま した。 全国助産師活動状況調査では、

各都道府県における N C P R受講開催状況やイ ンス ト ラ ク ターの把握に努めています。

第 1 回の報告書では、 新生児蘇生法講習会受講が強 く すすめ られている こ と か ら 、 イ ン

ス ト ラ ク ターの充足が求め られています。 しか しなが ら 、 新生児蘇生法のイ ンス ト ラ ク タ

ー養成研修受講者枠と して看護職枠が少ないため 、 職能団体と して こ のイ ンス ト ラ ク ター

養成研修受講者を、 都道府県の看護協会か ら推薦でき る よ う な仕組み作 り を している と こ

ろです。 イ ンス ト ラ ク ターが所属 している施設を把握 して、 研修体制を充実させる方法を

現在模索 していて、 間 も な く 完成でき るか と 思っています。

それか ら 、 第 1 回の報告書を受けて 日 本看護協会の研修学校 と神戸の研修センターで、

今年は、 ｢産科 ト ピ ッ ク ス ｣ と い う タ イ トルで研修を計画 してお り ま して 、 2 回開催 します。

再発防止報告書は他に も 、 様々 な助産関連団体に配布 して頂き ま した。 以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいま した。

それでは、 助産師会での取 り 組みについて、 今 田ま村上委員が欠席でい ら っ しゃいます

ので、 事務局のほ う か らお願いでき ますか。

○事務局 (原)

助産師会の取 り 組みにつき ま して 、 事務局よ り ご報告致 します。

まず、 助産師会の機関誌ですけれど も 、 先生方に ｢助産師｣ と い う 機関誌の コ ピーをお

配 り させて頂き ま した。 こ ち ら の助産師会の機関誌は、 年 4回発行されてお り ます。 昨年

から毎回、 原因分析ですと か再発防止の取 り 組みを取 り 上げて頂いてお り ま して 、 事例の

周知ですと か、 重要な事項の再認識を図って頂いてお り ます。 2 0 1 2 年の 2 月 号では、

再発防止に関 して胎児心拍数聴取が取 り 上げ られてお り ます。 これの 1 つ前では、 これは

お配 り していませんけれ ども 、 新生児蘇生が取 り 上げ られてお り ます。 ま た 、 2 0 1 1 年

8 月 号では 、 原因分析報告書の要約版が掲載されてお り ます。 これまで 4 回にわたって 、

こ の要約版を掲載頂いてお り ます。

また 、 2 ,点 目 と しては、 研修会の実施ですけれども 、 助産師会の本部並びに各県の支部

において新生児蘇生法の講習会、 また 、 本部主催の母体救急に関する研修会が実施 されて

いる と い う こ と でございます。

以上でございます。



○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。

ただいまそれぞれの関係学会 ･ 団体か ら の活動状況のご報告を頂き ま したが 、 何かご質

問 ございま した ら 、 ま と めて ご質問頂けた ら と思います。 何かございますか。

よ ろ し ゅ う ございますか。 ただいま ご報告頂き ま した よ う &こ 、 それぞれの団体で大変積

極的に企画 して取 り 組んで頂いている と い う こ と で、 今後 と も こ う いっ た こ と を糸圈続 して

頂 く こ と で、 再発防止や、 あ るいは産科医療の質の向上につながる もの と い う ふ 捌こ考え

られます。 引 き続き 、 ど う ぞよ ろ し く お願いを 申 し上げます。 ど う も あ り が と う ご ざいま

した。

それでは 、 第 3 回報告書のテーマの選定について と い う 議事に移 り たいと思います。 事

務局から 、 まずその説明をお願い致 します。

○事務局 (森脇)

事務局でございます。 本体資料の 1 ページ 目 を ご参照下さい。 1 つ 目 の議事でございま

す。 1 ) ｢第 3 回再発防止に関する報告書｣ のテーマ選定についてでございます。

( 1 ) これまでの委員会におけ るテーマの選定に関する主な意見です。 これま での第 1

回 、 第 2 回の報告書におき ま して議論されま したテーマに関する ご意見を幾つか、 こ こ で

お示 し したい と 思います。

①第 1 回報告書で取 り 上げたテーマを再び取 り 上げる こ と についてでございます。 1 つ

目 の○が 、 第 1 回報告書で取 り 上げた 4 つのテーマは分析対象事例が 1 5 件 と 少なかっ た

ため 、 も う 一度同 じテーマで分析 しては ど う か、 と い う ご意見を頂いてお り ます。 2 つ 目

の0です。 これまで取 り 上げたテーマ も定期的に分析 し 、 傾向を見ては ど う か。 3 つ 目 の

0です。 これまでに取 り 上げたテーマを再び分析する にあたっ ては、 件数だけを掲載する

と数字がひ と り 歩きする こ と が懸念 される ため、 件数だけではな く 、 丁寧な分析が必要で

ある 、 でございます。

②テーマ選定に関する主な意見です。 1 つ 目 の○です。 取 り ま と め る にあたっ ては、 学

術的根拠が必要な も の と 、 現在こ の よ う な こ と が起 こ っている と い う 情報提雄共と を分けて

考える必要がある 。 2 つ 目 の○です。 3 ~ 5 年後でも よいので、 再発防止委員会か ら提言

したこ と が実際の医療現場でどの よ う に反映されたか評価 し、 フ ィ ー ドバ ッ クする必要が

ある のではないか、 と いっ たご意見が ございま した。

③テーマに関する主な意見です。 1 つ 目 の○ 、 メ ト ロ イ リ ーゼ法についてです。 1 つ 目
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の黒ポツです。 メ ト ロ イ リ ーゼ法については、 注意 して施行する こ と を取 り ま と めては ど

う か。 その次です。 教科書で指摘されている こ と を さ ら に徹底する な ど、 守るべき点をき

ちん と 守る よ う 提言 しては ど う か、 と いっ た ご意見を頂き ま した。 2 つ 目 の○ 、 胎児心拍

数陣痛図についてでございます。 胎児心拍数陣痛図の判読については、 他のテーマ と も 関

連させて取 り 上げては ど う か、 と い う ご意見を頂いてお り ます。 最後の○、 子宮内感染に

ついてでございます。 近年、 子宮内感染が注 目 されている ため 、 再発防止委員会か ら提言

でき ないか、 と い う ご意見を頂いてお り ます。

続き ま して 、 次のページを ご覧下 さ い。 一番上の黒ポツです。 子宮内感染は重要なテー

マである と認識 している が 、 まだ様々 な研究や議論がな されてお り 、 はっ き り と した提言

ができ る段階ではない。 子宮内感染についての情報発信は慎重を要する のではないか。 続

き ま して 、 子宮内感染を認めている事例が複数ある が 、 テーマに沿った分析と しては中々

ま と めづ らいのではないか、 と い う ご意見が ございま した。 次に、 診療体制についてでず。

2 つ 目 の黒ポツです。 搬送体制等、 都道府県を越え る搬送システムについて分析 しては ど

う か、 と い う ご意見を頂いてお り ます。 最後か ら 2 番 目 の0にな り ます。 将来的には、 正

常分娩のデータ と の比較が必要である 。 続き ま して 、 第 2 回報告書で脳性麻痺発症の原因

については ｢主た る原因 ｣ と して分類 したが 、 さ ら しこその要因について もテーマ と して取

り 上げる こ と も重要ではないか。 こ う いっ たご意見を頂いてお り ます。

それでは、 ( 2 ) の第 3 回報告書のテーマについてでございます。 1 つ 目 の0です。 前回

委員会におき ま して複数の委員か ら 、 第 1 回報告書で取 り 上げた 4 つのテーマについては

分析対象が 1 5 件 と少なかったこ と か ら 、 再び第 3 回報告書でテーマ と して取 り 上げては

ど う か と い う ご意見を頂いてお り ます。 また 、 第 3 回報告書の対象数は第 2 回の 7 9 件も

含めま して約 2 0 0 件になる見通 しである こ と か ら 、 再度、 第 1 回で取 り 上げた 4 つのテ

ーマについて分析を行っては ど う か と 考えてお り ます。 最後の○です。 さ ら に 、 これまで

のテーマ選定の際に活発に ご議論頂いたこ とや、 産科医療において従来か ら行われている

処置である メ ト ロ イ リ ーゼ法を実施 した事例について も 、 今回のテーマに加えては ど う か

と い う ふ う に考えてお り ます。

次のページを ご覧下 さ い。 第 3 回報告書のテーマの候補 と致しま しては、 先ほ ど と重複

致しますが、 第 1 回のテーマ 、 ｢分娩中の胎児心拍数聴取について｣ 、 ｢新生児蘇生について｣ 、

｢子宮収縮薬について｣ 、 ｢臍帯脱出について｣ 、 こ の 4 つのテーマに加えま して 、 ｢ メ ト ロ

イ リ ーゼ法を実施 した事例について｣ 取 り 上げては ど う か と 考えてお り ます。 参考 と 致 し
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ま して資料 1 をお配 り してお り ますが 、 資料 秘ま第 1 回報告書と第 2 回報告書のテーマ選

定の際に使いま したテーマの候補の資料をお示 し してお り ます。

それでは、 これまでに公表致 しま したメ ト ロ イ リ ーゼ法を実施した事例について 、 市塚

客員研究員のほ う か ら簡単に、複数事例についての傾向 と い う か、 概観をお話 し致します。

○市塚客員研究員

それでは、 こ のほ ど第 2 回の報告書ができ上が り ま して 、 今 、 事務局から話があ り ま し

た よ う 々こ 、 メ ト ロ イ リ ンテル、 これまでも数多 く 議論 されている と い う こ と で、 メ ト ロ イ

リ ンテルに着 目 して第 2 回報告書対象事例を数字的に ピ ッ ク ア ッ プしてみた と こ ろ 、 ト ー

タル 7 9 例の対象事例があ り ま したが 、 その う ち 9 例でメ ト ロ イ リ ーゼが使われてお り ま

した。 こ の 9 例は全て、 分娩促進例 3 4 例の う ちの 9 例 と い う こ と になっ てお り ます。 初

産 ･ 経産別では、 9 例の う ち 、 6 例が経産婦、 3 例が初産婦 と 、 経産婦で多 く 使われてい

る と い う こ と が分かっ てお り ます。 また、 メ ト ロ使用例 9 例中 4 例で臍帯脱出を起こ して

お り 、 4 例中 3 例は経産婦 と い う こ と で、 やは り 経産婦に多い傾向がある と い う ふ う に思

われます。 逆に 、 今回の 7 9 例中 、 臍帯脱出は 5 例あ り ま したが 、 5 例の う ち 4 例 、 8 割

でメ ト ロ が使用 されている と い う 数字が出てお り ます。

ま と めます と 、 第 2 回報告書まで、 7 9 例中 9 例、 1 1 . 4 % 、 1 0 %強でメ ト ロ が使用

されている と い う こ と は、 次のテーマに加えて もいいのではないか と 考えてお り ます。 -

方で、 メ ト ロ が危険かと いいます と 、 これはあ く ま で事例報告ですので、 実際、 我が国で

どれだけメ ト ロ が使われている のかです と か、 ど う い う よ う な使用方法を している のか、

これは施設に よ っ て様々 だと思 う のですが、 こ の実態は明 ら かになっ ていませんので、 メ

ト ロ ･ イ コール ･ リ ス ク が高い と い う こ と は こ の 2 回ま での報告では言えませんが、 逆に 、

7 9 例中 9 例 、 1 1 . 4 %で使用 された と い う 事実は数字と して出ていますので、 第 3 回 目

のテーマ と して取 り 上げて もいいのではないか と 考えている次第です。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ございま した。

ただいま事務局のほ う か ら 、 第 3 回の再発防止に関する報告書のテーマの選定について

の候補を上げて頂き ま して 、 その理由 を説明頂き ま した。 何かご質問等ございま した らお

願い したい と 思いますが 、 いかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○石渡委員長代理

メ ト ロ につき ま しては 、 学会の周産期委員会のほ う で、 今度、 メ ト ロ について も報告書



の中に記載する こ と になっ てお り ま して 、 そ う する と 分娩の 1 0 分の 1 ぐ らいが把握でき

る のではないかと思いますけれども 、 医会のほ う は、 産科医療補償制度に加入 している分

娩機関に対 して 、 助産所はち ょ っ と でき ませんが 、 メ ト ロ についてのアンケー ト を と ろ う

と い う ふ う に 、 今 、 計画を立ててお り ます。 メ ト ロ も 4 種類か 5 種類ございますけれ ども 、

ど う い う メ ト ロ で どの ぐ らい量を入れて、 それから 、 実際に 、 頚管熱化か、 あ る いは分娩

誘発のために どれぐ らい使われている か、 その実数ですね。 どの ぐ らい入荷 しているか と

い う か、 出 しているか、 企業に聞けば大体分かる こ と なんだけれども 、 実は、 有効期限が

切れて しま っ て捨てている場合も ある し、 ま た子宮内胎児死亡等々 に使われる事例も あ り

ますか ら 、 実際はアンケー ト を と ってみない と 分か ら ない と い う 部分があ り ます。 それで、

臍帯脱出について も 、 実際どの ぐ らい起き ているのか と か、 メ ト ロ が抜けてか ら どの ぐ ら

いたっ ている と か、 そ う い う こ と について も調査をかける 、 今 、 そ う い う 準備を してお り

ますが 、 医会の色んなアンケー ト を と る と き の流れが ございま して 、 まず幹事会にかけて 、

それか ら常務理事会にかけて理事会 と い う 形に しますので、 す ぐにはでき ませんけれども 、

一応そ う い う 計画で今動いてはお り ます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 役員会ま で行 く のに体どの ぐ らいかか り そ う ですか。

○石渡委員長代理

大体 1 カ月 ぐ らいです。 大体、 原案は大体でき ている んですけれども 、 少 し吟味 しなき

やいけない と こ ろ も あ り ますので、 その ぐ らい時間は頂き たいと思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

田村委員。

○ 田村委員

こ の 5 つを取 り 上げる こ と をこ全 く 異存はないんですが、 プラス アルフ ァ と して 、 これだ

け事例がたま ってき ま したので、 再発防止の観点か ら 、 2 ページの と こ ろの診療体制につ

いて と い う と こ ろまで踏み込んで議論を しては如何で し ょ う か ? と いいますのは 、 産科 ･

小児科の中でも新生児医療に関わる ス タ ッ フ に関 しま してはまだまだ労働環境は非常に厳

しい状況で、 産婦人科の入局者と か小児科全体の数 と してはそれな 明こ回復 してき ている

みたいですけ ど、 実際に新生児医療 と か周産期医療に直接携わっ ている産科の先生、 それ

か ら小児科の中でも新生児科医は非常にまだ不足 している と い う こ と は先 日 の小児科学会
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でも新生児医療連絡会の和田事務局長が報告 しています。 そ う いっ た と こ ろに対 して国 と

して ど う い う 体制作 り をすべきか と い う よ う な こ と も 、 提言する のが非常に大事 じゃない

か と 思います。

それで、 我々 か ら見る と 、 例えば診療体制、 個々 の施設での診療体制も一つあ り ます。

それか ら も う 一つは、 2 番 目 の黒ポツにあ り ます搬送体制について、 これは、 東京 と か、

大阪と か、 比較的施設が多 く て財政的に も豊かな と こ ろは 、 それな り るこ頑張ろ う と思えば

頑張れて、 今、 東京では非常にいい搬送システムができ上がっ ています。 それか ら また 、

長野の県立こ ど も病院で唯一の総合周産期センター と い う こ と で指揮を と っ た私の経験か

らい く と 、 比較的小 さ な 、 その県内で埆峯決する しかない よ う な地域ではそれな り に 、 現場

の人たちは大変ではある けれ ど も 、 き ちん と した搬送システムができ上がっている と こ ろ

も少な く ない と 思います。 問題はむ しろ 、 関東では埼玉県 と か、 関西では奈良 と か、 大き

な都道府県の周辺にある県が実は搬送において も非常に困っ ている状況です。 そ う い う こ

と に対 して も き ちん と した 、 都道府県の単位を越えた広域搬送システムを国が主導 してや

って頂かない と 問題は解決 しませんので、 ぜひそ こ の と こ ろ も今回の検討事項に加えて頂

ければと 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 個々 の体制ブラ ス地域の体制を含めて と い う お話ですが、 これ

につき ま していかがで し ょ う か。

ど う ぞ。

○上田理事

本体資料の 2 ページの 1 つ 目 の○に診療体制についてがあ り ますが 、 今 、 田村委員がお

っ しゃった こ と は大変重要であ り 、 これま でも議論 されています。

一方、 診療体制についての最後の黒ポツですが、 ｢本制度では診療録等を も と に脳′盤麻痺

発症の原因分析や診療行為等の医学的評価を行って原因分析報告書を作成 している ため 、

現時点では院内の診療体制について詳細に分析する こ と は難しいのではないか｣ と 、 こ の

よ う な意見があ り ま した。 実は原因分析報告書を も と に集計致 しますが 、 今 、 田村委員が

おっ しゃ っ た こ と は非常に大事なんですけれども 、 必ず し もそ う いっ たデータ が出 されて

いません。 ですか ら 、 それは今後の課題と して 、 診療体制について ど う 分析する のか、 あ

るいは原因分析の中で どのよ う なデータ を と る のか と か、 その辺が論点になるかと思いま

す。 今回出 されているデータ か ら ど こ まで集計でき る か、 検討したい と思います。 しか し
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その よ う な制約があ り ますので、 その辺は考えていき たい と 思います。

○ 田村委員

も ち ろんそ う い う 制約はある だろ う と思 う んですけ ど 、 で も 、 例えば、 産科の先生が緊

急帝王切開が必要だ と い う ふ 効こ判断してから実際に行われる までの時間は何分かかって

いて 、 その遅れた理由 は一体どこ にあ る のか と い う よ う な こ と を分析 していけば、 それな

り の 、 院内の問題なのか、 地域の搬送体制の問題なのか、 そ う い う よ う な こ と も浮かび上

がって く るん じゃないかな と 思 う んですけれ ど も 。

それから 、 も ち ろんコ ン ト ロ ール と して比較対照も必要になるかも しれませんか ら 、 そ

れについては産科医会の先生方の定点調査と か、 定点施設のデータ を コ ン ト ロールに使 う

と か、 そ う い う よ う な形でそ う い う ト ラ ブルが起き て しま った施設の問題点が比較対照 と

して出て く れば、 それに対 して行政と して しっ か り した補助、 も し く は場合に よ っ ては指

導を行 う べき だ と い う よ う な こ と も 出て く る可能性がある ん じゃ ないかな と 思 う んですね。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

他にはいかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○箕浦委員

先ほ どの話で、 必要なデータ につき ま しては、 当該医療機関に問い合わせる と い う こ と

は可能なんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

いかがですか。

○箕浦委員

報告書だけではち ょ っ と判然 と しない と い う と きですね。

○上田理事

原因分析を行 う に当たっ て必要な場合には当該分娩機関に追加で質問する こ と はあ り ま

すが 、 必ず し も統一的に全ての施設から一定のデータ を と る と い う 仕組みにはなっていま

せん。

○池ノ 上委員長

他にはいかがですか。

○岩下委員

全般的なこ と でよ ろ しいで し ょ う か。
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○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○岩下委員

3 ページに ございます第 3 回の報告書のテーマ候補、 これが多分、 候補じゃな く て 、 こ

れか ら実際に第 3 回 目 の報告書で検討してい く こ と じゃないかと思 う んですが、 第 1 回 目

のテーマで事例数がふえて 、 それに対して分析を してい く と い う のは非常に有意義だと は

思 う んですが 、 果た して何か新 しい も のが出 る かど う かですね。 例えば分娩中の胎児心拍

数聴取については、 今、 産科のガイ ドラ イ ンの 2 0 1 1 に波形分類と それに対する対応 と

い う も のが一応載っ ていて 、 実際に成績はど う であっ たか と い う 分析はまだ行われていな

いので、 その前に 、 これを取 り 上げて何ができ るか。

それか ら 、 例えばメ ト ロ イ リ ーゼですか、 これは新 しいテーマなんですけれども 、 これ

も診療ガイ ド ラ イ ンの 2 0 1 1 のほ う にかな り 詳 し く 載っ ていますね、 2 0 6 ページの分

娩誘発の方法と い う と こ ろ に。 4 0 ミ リ リ ッ トル以下 と 4 1 ミ リ リ ッ トル以上のメ ト ロ イ

リ ンテルの用量での取 り 扱い等書いてあ り ますけれど も 、 これに関 して何か新しい ものを

こ の委員会で出せるかど う か と い う のをち ょ っ と危惧していて 、 できれば違 う テーマ も少

し加えない と 、 新 しい も のが再発防止委員会 と して出せる かど う か と い う のは少 し疑問な

点がある んですが、 これは私の意見です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。

板橋委員。

○板橋委員

私も 同 じで して 、 数量的 ･ 疫学的分析の中に積み重なっ た数字が入っ てい く のは構わな

いと思 う んですが、 分析 と い う こ と をこ な り ます と 、 そ こ か ら新 しいも のを演繹 していけ る

かど う か、 難 しい と こ ろがあ り ます し、 いわゆ る対照があ る わけでも ないので、 そのあた

り は、 幾つかは数量的な も のを積み重ねてい く に して も 、 やは り 新しいテーマ も も う 少 し

模索 していって もいいのかな と思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員
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まず、 最初の頃は事例数が少なかっ たか ら 、 そ こ までやっ て も仕方がない と い う 意見も

あったんですけ ど 、 ぼちぼち 、 本来の役割から考える と 、 疫学的に有効なデータ の作 り 方

と い う観点が一番、 科学的には大事だと思 う んですね。 本当 に色んなク ロ ス集計が適切な

観点で されていて、 ど う い う 傾向かが分か り やす く 読み取れる よ う に、 です。 そ う い う 意

味では僕は、 最初のス ター ト の段階ではあま り いい設計のデータ の表にはなっ ていない点

があっ た と思っていま した し、 それも仕方がない と い う コ ンセンサス は、 まだ最初で、 あ

ま り に数字が少ないか らそ こ ま で細か く やっ て も仕方がない じゃないか と い う こ と だっ た

と思います。 だか ら 、 あま り 傾向は出て こ ない と い う こ と “ま仕方がなかっ たんですけ ど、

改めて考え直すと 、 本来の こ の再発防止委員会の役割は、 原因分析が色々 な事例でそれぞ

れされてき た も のを大局的に見てい く わけですか ら 、 いかに して 、 そ う い う データ を疫学

的にき ちん と 作っ てい く か と い う こ と なので、 やは り 、 個々原因分析の報告書はそれぞれ

読んでいる と い う 前提の中で、 それ ら を ど う い う ふ う に理解 して 、 ど う い う ふ う に分析 し

てみた ら何が浮かび上がってき て 、 だか ら何が分かる と い う こ と を してい く のが こ の委員

会の役割だと思います。 なので、 そ う い う 手順をあま り 軽視 して 、 何 と な く 皆 さ んの 日 ご

ろの印象だけでこ う い う 議論を した ら ど う か と い う よ う な形で進めてい く や り 方よ り は、

やは り そ う い う エ ビデンス を基に議論を進めてい く 形 と い う 意味で、 疫学的データ をき ち

ん と 出 していける と い う こ と が大事ではないか と い う のが一つです。 も う 一つは、 一度テ

ーマに上げたこ と と い う のはやは り 、 1 回 目 の も ので も 、 2 回 目 の も のでも 、 非常に大切

なテーマであ るはずで、 こ の委員会の性格からする と 、 一度取 り 上げま した 、 だか ら終わ

り です。 では絶対に済ま ないわけで、 一度取 り 上げたこと は、 も う 大丈夫ですと 言える よ

う にな る まで、 も う これ以上は、 やれる こ と はやっただろ う と 、 確実に 自 分たちが提言 し

たこ と に よ っ ていい形に変化 してき ている だろ う と い う と こ ろまで最後まで責任を持っ て

や り たい と い う 気持ちにな るべき で、 そ う い う 目 でずっ と 見てい く べき だと思います。 そ

れ ら の一度テーマに挙げたテーマを基本に置き なが ら新たに疫学データ を色々 見てい く 中

で、 新たな何か気づき があれば、 その こ と を速やかに再発防止の観点で提言 してい く と い

う のが筋だ と 思 う ので、 そ う い う 手順でやっ て頂き たいな と い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます、 それぞれ色んな ご意見を頂いて。

他にいかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○鮎澤委員
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先ほ どか ら の 、 診療体制について見てい く 必要があ る のではないか と い う ご発言、 しか

し、 今の と こ ろ まだ議論でき る だけの ものが集ま っていないのではないか と い う ご発言、

いずれもその通 り だと思います。 こ の委員会の大事な役割の一つは、 多 く の原因分析報告

書を見たから こ そ分かっ たも のの中か ら 、 さ ら に深めていき たい と い う こ と を提言 してい

く こ と 、 それを原因分析委員会のほ う るこ提言 して 、 原因分析委員会でそこ にフォーカス を

当てた議論も して頂 く 、 そ こ で必要なデータ も集ま る よ う に して頂 く こ と ではないから思

います。 先ほ ど、 今あ る も ので言える こ と と積み上げてか ら言える こ と を分けて議論する

べき だ と 。 私 もその通 り だと思っ ています。 も し診療体制について も今の段階で言える こ

と があ る のである な ら ば、 それな り に指摘を して 、 かつ原因分析委員会のほ う に も戻 して、

こ う い う こ と を これか ら しっか り と 見ていける よ う な視点で分析をお願い したい と い う こ

と を こ ち らのほ う か ら リ ク エス ト させて頂 く よ う な こ と ができれば、 と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

色々 な ご意見を頂いてお り ますが、 他にはいかがで し ょ う か。 藤森委員、 お願い します。

○藤森委員

対象事例の確認なんですけ ど、 今回は、 2 ページのテーマの と こ ろに も ある よ う に、 約

2 0 0 件になる見通 しであ る と い う こ と だったんですが 、 あ る時点で集めた と こ ろで第 1

回のテーマにのっ と っ て解析する と い う こ と で よ ろ しいんですか。 それと も ……。

○池ノ 上委員長

今、 その こ と を ご検討頂いて……。

○藤森委員

まだ決ま っ ていない ?

○池ノ 上委員長

ええ。

○藤森委員

それから 、 第 1 回のテーマ と い う 話が出たんですけ ど、 第 2 回のテーマ と して 、 常位胎

盤早期剥離、 かな り 事例は多い と 。 早荊での脳性麻痺と い う のは多いので、 それをまた新

しい、 7 9 件ではな く て 、 追加検討と い う か、 僕は必要なん じゃないかな と い う ふ う ろこ思

います。 吸引分娩も も ち ろん大切だ と は思いますけ ど、 第 2 回の 7 9 件の報告を見て も 、

常位胎盤早期剥離か ら の 、 それは、 診療体制、 帝王切開ま での時間、 そ う い う こ と に よ っ
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て 、 それも常位胎盤早期剥離の発見か ら帝王切開までの時間 と かも 関係 していて 、 かな り

の数が常位湖能鑿早期剥離か ら脳｣艦麻痺になっている ので、 第 1 回のテーマはも ち ろん検討

して 、 今後 も継続 してやってい く と い う こ と は大切ですけ ど、 第 1 回ブラ ス 、 常位胎盤早

期剥離は入れて頂き たいな と い う ふ 効こ 、 僕 自 身は思 う んですけ ど。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

他にいかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○勝村委員

具体的には 、 やは り 吸引 と ク リ ステ レルについて も一緒だっ たですよね。 臍帯脱出 と メ

ト ロ と の関係もずっ と やっ てき ています し、 何か、 それぞれが新 しいテーマだ と い う よ り

は 、 従来か らずっ と あ った、 事故になってひどいな と思 う 事例で吸引 と ク リ ステ レルが両

方と もかな り されている と か、 メ ト ロ の入れ方も ど う なんだ と い う のがやは り あっ て 、 こ

の制度が始ま る も っ と 前か ら 、 色んな、 あま り き ちん と したデータ には されていないかと

思いますが 、 あ る弁護士グループの調査な どでは、 裁判になっている事例の 4割以上で陣

痛促進剤のガイ ドラ イ ンが守 られていないん じゃないか と かい う よ う な こ と と か、 あま り

十分な統計ではないかも しれませんけれども 、 抽出 された事例の中でもやっ ぱ り 、 メ ト ロ

の使い方がかな り 、 ガイ ドラ イ ン と 違 う と い う か、 一般的ではない使われ方なん じゃない

か、 と か、 吸引 と かク リ ステ レル と い う 言葉を使いなが ら 、 かな り 母子に無茶な力を加え

てひ どいこ と をやったん じゃ ないか と い う よ う な事例が 目 立っ たのはずっ と言われてき た

こ と で、 僕は、 吸引 、 ク リ ステ レル、 メ ト ロ 、 臍帯脱出 、 陣痛促進剤、 な どにおいて、 こ

れ らがガイ ドラ イ ンを守 られてないん じゃないか と い う こ と に関 しては、 特に しっか り と

チェ ッ ク を していっ て 、 再発防止の観点か ら厳 し く 監視 していっ てほ しい と思っ ている の

です。 これだけ しっか り したガイ ド ラ イ ンが以前から作られていて 、 そのガイ ドラ イ ンは

こ んなに分厚 く 多岐にわたっ てい る本なわけですか ら 、 逆に言 う と 、 ほ と ん どの項 目 にお

いてはガイ ドラ イ ン通 り 守 られているかも しれない一方で、 ガイ ドラ イ ンの遵守がずっ と

長い間指導されてき て も 、 こ の点 と この点 と こ の点はま だ守 られてないこ と が 目 立ってい

る と い う こ と の警告を発する と い う こ と は、 しっ か り と やるべき で、 決 してや り 過ぎる こ

と はない。 逆に 、 それ ら が全て守 られる よ う になっ た、 それらはほぼ、 ガイ ドラ イ ン通 り

にな されている と い う 状態に変わっ た と い う こ と るこな る と 、 すご く 信頼にな り 、 裁判 も な

く な る と い う ふ う に思 う ので、 僕 と してはその観点を しば ら く の間は、 かな り 強い意識で
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見ていってほ しい と 思っ ていますので、 第 3 回に向けて も その点をお願い したい と い う ふ

効こ思っ ています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ご ざいます。

田村委員、 ど う ぞ。

○ 田村委員

皆さ んの議論を踏ま えてなんですけ ど、 確かに 、 私が先ほ ど言いま した診療体制一般に

なる と あま り ↓こ漠然 と しすぎていますので、 今、 藤森委員がおっ しゃ ったよ う に 、 母体側

の問題でい く と 、 早荊に絞って 、 早荊の事例を診療体制の観点から分析 してみて問題がな

かったかど う か、 も し く は再発防止 と い う 観点から検討 してみる 。 あ と は、 新生児蘇生に

関 して も 、 これも診療体制 と い う 観点か ら 、 小児科医が立ち会っ ていたか と か、 ち ゃん と

蘇生の ト レーニングを受けていた人がそ こ “こいたか と か、 そ う い う 観点か ら分析する。 同

じ新生児蘇生と早荊であっ て も 、 それを診療体制 と い う 観点か ら分析すれば、 2 0 0 例 と

い う 事例でも 問題点がかな り 具体的に明 らかにでき る か も しれないと思います。 診療体制

一般を分析する と い う よ り も 、 新生児蘇生と早刻の事例に絞っ て診療体制の観点か ら分析

し直すと 良いかな と思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

ど う ぞ。

○勝村委員

おっ しゃ る通 り だ と 思います。 僕は 1 回 目 の と き に も発言 している と 思 う のですけれ ど

も 、 ク ロ ス集計を してい く 際には、 診療体制 と の関係みたいな も の も していかない と 、 浮

かび上がって こ ない と思 う んですね。 あま り はっ き り と 浮かび上が らせる と データ がひ と

り 歩きする か ら 、 と かい う よ う な話によ っ て 、 何 と な く いい加減なま ま で、 き ちん と した

分析を しない と い う こ と ではな しに、 するべき はき ちん と しておいて、 指摘すべき は し っ

か り と 指摘する と い う こ と は してい く 必要がある と思います。 例えば、 ガイ ド ラ イ ンが守

られてない と い う こ と に して も 、 あ る 1 人のス タ ッ フが守 ら ないに しても 、 では残 り の周

囲のス タ ッ フはなぜそれを と め られなかっ たのか と かい う と こ ろなんかが本当の事故防止

のためにはすご く 大事な観点だと思 う んですね、 リ ス ク マネジメ ン ト と して。 なぜみんな

知 ら なかったのか、 薬剤師は何を していて 、 助産師はその と き何を していて 、 看護師ほ ど
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う い う 役割になっていて 、 なぜみんなそろってガイ ドライ ンを軽視 して しま っ ている のか

と い う よ う な観点も 、 こ こ は見ていっ たほ う が事故の再発防止につながる のではないか と

思います。 僕の観点 と 田木･擾諾員の観点は少 し違 う 話かも しれませんけ ど、 データ をその範

囲まで見てい く べき と い う点については同 じ意味だ と 思いますので、 僕も 同感だ と い う ふ

う に思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

ど う ぞ、 石渡委員長代凰

○石渡委員長代理

今田ま公開で議論が されているわけなので、 今、 勝本･矮呼員か ら盛んにガイ ドラ イ ンの こ

と が言われていますけれ ど も 、 私たちは医療安全と い う観点からガイ ドラ イ ンに準拠 した

医療をやってほ しい と 言っ ている わけで、 ガイ ドライ ンか ら外れた こ と をやっ たか ら脳性

麻痺になった と 、 そ う い う 事例はほ と んどないと思 う んですね。 ですから 、 ガイ ドラ イ ン

が守 られなかっ た こ と を非常に強調 されて 、 それがあたかも脳↑劉麻痺に関係があ る と い う

よ う な観点ではない と思 う んですね。

○勝村委員

あんま り 僕 も強 く 言い過ぎないよ う に配慮 しているつも り です し 、 こ こ にお られている

皆さ んに敬意は表 していますけれど 、 そ こ までおっ しゃ る な ら 、 従来、 僕たちは裁判を し

てき ま した し 、 多 く の裁判を見てき ま したけれど 、 こ の産科医療補償制度ができ る前の当

時か ら 、 子宮収縮剤の使い方について産婦人科医会か ら 出 しているガイ ドラ イ ン等が守ら

れた範囲内でな された医療に対する裁判 と い う のは、 僕は逆に見た こ と がないです。 だか

ら 、 僕はそれ以上あま り その当時か らの こ と を言いた く ないので。 僕 らがやっ てき た こ と

は、 ガイ ドラ イ ンを逸脱 した産科医療に対 して裁判を して き た と い う 事実ですので、 そ う

い う 事故をな く したい と い う のが僕のラ イ フ ワー ク だと思っている わけですが実現 しない

ので、 僕は同 じこ と ばか り 言っ ている 。 それでも 、 も う 少 しでそ う い う 事例がな く な るか

も しれない と こ ろまで来ているか と も思います し、 皆 さ んの色んな努力 も あっ て こ こ まで

来ている と い う ふ う に僕も理解 していますので、 そ う い う こ と &こ して こ の場であま り 議論

した く ないんですけ ど、 も しする な ら ば、 例えば僕の 自 分の子供の事故の裁判でもガイ ド

ラ イ ンでは、 筋肉注射なんかで投与 した ら だめだ と 言っている のに陣痛促進剤が筋肉注射

が打たれている よ う な事故なので、 そ う い う 裁判が これま でに幾ら で も あ る わけです。
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○石渡委員長代理

ど う も あ り が と う ございます。

それか ら 、 早剥の こ と についてなんですが、 常位胎盤早期剥離の 8 割は分娩機関に患者

さ んがい ら した と き には既に起こ っ ている わけで、 C T G に も それな り の変化は出ている

わけですが、 2 割 ぐ らいは医療機関に来てか ら起き ている と い う 事例も あ る し 、 ま た半分

ぐ らいは場合に よ っ ては対応の仕方に よ っ て回避でき た も の も あ る のではないか と い う ふ

う に思 う んですけれども 、 診療体制、 あ るいは地域の医療事情等々 も含めて 、 今回テーマ

に取 り 上げては と い う ふ う に 、 私は思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

色んな ご意見を頂き ま して……。 ど う ぞ。

○藤森委員

すみません、 先ほ ど岩下委員か ら も あっ た新 しいテーマ と い う のは、 こ こ に取 り 上げ ら

れている 中か ら 、 今、 診療体制 と い う 話があ り ま したけれ ど、 他に も何か し ら ピ ッ ク ア ッ

プして検討事項と して入る可能性はあ る んで し ょ う か。 子宮内感染 と い う の も入っ ていま

すけ ど、 それは ど う なんで し よ う か。 今後の検討と い う か、 こ こ で今決める と い う こ と な

んですか。 それ と も 、 ま た新しいテーマを何か し ら 、 応募 と い う わけ じゃないですけ ど、

調整する と い う こ と なんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

テーマについては、 資料 1 ですかね。 委員の先生方に質問を出 させて頂いて、 これま で

の事案の中か ら こ う いっ た こ と をテーマ と して取 り 上げた ら ど う だろ う か と い う こ と をお

聞き して 、 事務局でま と めて 、 それか ら 、 これま での委員会での議論の結果と い う こ と も

総合 して、 事務局がま と めて今回提案 している と 、 そ う い う 状況だ と い う こ と です。 よ ろ

しいですね、 それで。

○上田理事

はい。

○藤森委員

今回は新 し く ピ ッ ク ア ップする わけではな く て と い う こ と で……

○池ノ 上委員長

新 し く ピ ッ ク ア ップする わけではな く て 、 これでは ど う ですか と い う こ と です。
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○藤森委員

も う 今 日 で検討はお しまい ?

○池ノ 上委員長

いや、 だか ら 、 例えば、 今ち ょ っ と議論になっ ている のは、 常位胎盤早期剥離について 、

2 回 目 も あったんですが、 それ と 、 田村委員のおっ しゃ っ た体制 と か、 そ う い う こ と を含

めて考えては ど う か と い う 、 そ う いっ た発展的な議論は十分 して頂いていい と 思いますけ

れどね。

いかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

第 1 回 目 の報告書のテーマ を選びま した理由は、 こ う い う た く さ んの中か ら選んだわけ

ではな く て 、 これはち ょ っ と あま り をこ もひ どいん じゃないか と 。 例えば心拍数聴取につい

て も 、 2 時間 ぐ らい全然聞かれてない事例があ り ま したので、 それはやっ ぱ り ち ゃん と 聞

いて下さ い と か、 それか ら 、 心拍数を超音波でカ ウ ン ト しなが ら 、 これは変動一過性徐脈

である と か、 と い う よ う な こ と を してお られた と か、 そ う い う 、 先ほ どの議論 じゃ ないで

すけ ど、 かな り 逸脱 した よ う な も のがあ る ので、 それはほんの一部かも しれませんけれど

も 、 そ う い う 施設も あ り ますよ と い う こ と を 、 これは緊急に出 さ ない と いけない と い う よ

う な こ と で、 こ のテーマを出 しま した。 蘇生法について も 、 せっ か く 周産期 ･ 新生児医学

会でN C P Rのプロ ジェ ク ト が動いているのに 、 それ と は全 く 異なった蘇生が行われてい

る よ う な も のについては何と か しま し ょ う と い う こ と であ っ て 、 必ず し もた く さ んの事例

を も と に分析 して 、 同 じ心拍数聴取について 、 こ こ をやっ て下さ い と かい う 、 そ う い う 背

景ではないんですね。 ですか ら 、 2 0 0 例近 く の事例が集ま った と すれば、 そ う い う も の

はほんの一部で しかな く て 、 心拍数の読み方が どこ で問題があったか と か、 も う ち ょ っ と

具体的な、 よ り 現場に益する よ う なテーマの分析ができ る のではないかな と い う ふ う に思

います。

それ と も う 一つは、 先ほ どの体制の問題ですが、 第 2 回の報告書の中で常位胎盤早期剥

離の こ と を触れさせて頂いてお り ます。 常位胎盤早期剥離はご承知の通 り 発症の メ カ ニズ

ムが全 く 分かってないわけですか ら 、 したがっ て予防策も ないわけですね。 であ る と すれ

ば、 妊婦さ ん 自 身が 自 分の体の変調に、 何か変だな と思っ た ら 、 す ぐ病院に連絡 して下さ

い と 。 それも 、 正常なのか異常なのか分から な く て 、 ど う し よ う かなと思った ら連絡 して

下さ い と い う よ う な内容を第 2 回の報告書の中に入れ込んでいる わけですね。 そ う します

と 、 妊婦 さ んたちが 、 こ のお腹の張 り 具合、 痛み具合、 こ の出血の状況はち ょ っ と変だな
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と 。 あ るいは、 正常なのか変なのか分か ら ない と い う よ う な と き で も 、 そ う い う こ と を受

け入れられる よ う な体制づ く り と い う のは、 やっ ぱ り 我々 も今後 目 指 していかなければな

ら ない。 そ う する こ と に よ って 、 現在、 多 く の常位胎盤早期剥離で失っている ものの 中で、

全て と は と て も言えませんけれども 、 何%かはひ ょ っ と した らサルベージでき る かも しれ

ない と い う よ う な こ と も 、 やっ ぱ り 考えてい く べき だろ う と い う ふ う に思います。 決定 し

てか ら帝王切開まで何分かと か、 個々 の施設に関 しては色んな状況があ り ますけれ ども 、

おそ ら く 現時点か ら 、 よ い方向に、 よい方向に と動 く ためには、 先ほ どか ら ち ょ っ と議論

があ り ま した よ う 々こ 、 常位胎盤早期剥離と い う のが こ う い う ふ う に相対的に占め る割合が

多いですよ 、 こ こ か ら生 じて く る脳性麻痺のお子 さ んって こ んなにい ら っ しゃいますよ と

い う よ う な こ と が分かっ て く れば、 それに対 して我々産科医療を提し供 している者 と しては

ど こ に焦点を合わせなが ら改良 してやっていかなければいけないか と い う こ と を 、 やは り

こ の再発防止委員会か ら は提言 しない と いけない。 その と き に 、 あま り に も理想的な提言

ばか り じゃな く て 、 現状をあ る程度踏ま えて 、 そ して我が国の現状の中ではこ こ ら辺ま で

は行き ま し ょ う と い う と こ ろ を分析する と か、 そ う いっ た こ と が今後の作業で必要になっ

て く るん じゃ ないかな と い う ふ う に思います。

先ほ ど、 藤森委員、 田村委員か ら 出ま したよ う に 、 妊産婦さ んに常位胎盤早期剥離に早

く 気づいて下さ い と 言っ ている わけですから 、 それの受け皿体制をちゃん と 作る には ど う

し よ う か と い う よ う な こ と も 、 今回入れない と いけないのではないかな と 思います。 言い

っ放 しで、 妊婦 さ んたちがそ う じゃないかな と 思っ て 、 じや あ ど こへ行った らいいの と 。

病院側が、 いやまだまだ と か、 ま だ来な く ていいですよ なんて言っ た ら 、 これは改善され

ないわけなので、 そ う いっ た と こ ろ をそれぞれの地域でど う い う ふ う にでき ますかと い う

よ う な こ と も 、 我々 のほ う か ら 、 現状を踏ま えて 、 少 しで も よい方向へ行 く よ う な こ と を

したい。 当然、 産科医療に携わる人間 と してはそ う い う ケース を 1 つでも う ま く 管理でき

ればいいな と い う ふ う に思っている わけで、 だか ら と いっ て常位胎盤早期剥離は全て救命

可能である なんてい う 誤っ た情報がひ と り 歩きする の も非常に困っ たこ と にな り ますので、

そ こ ら辺を ど う い う ふ う に提言を してい く か と い う こ と を こ の委員会で議論を して頂いて 、

医会 と か産婦人科学会 と かの ご意見な ど も交流させて も らいなが らい く 必要がある のでは

ないか と い う ふ う に、 先生方の ご意見をお伺い しなが ら感 じま した。

いかがですか、 事務局、 今の常位胎盤早期剥離か ら ス タ ー ト して 、 第 2 回報告を踏ま え

て 、 第 3 回 、 そ う い う 母体救急に対する 、 田村委員のおっ しゃ る よ う に、 各地域に よ っ て
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色んな事情が違 う で し ょ う と 。 先生がおっ しゃ っ た通 り 、 本当 に小さ な地方に行き ます と 、

かえってそれな り るこ動いている と こ ろ も あ るんですね。 大都会はそれな り に動いている か

も しれませんけれども 、 小 さ な と こ ろは小さ な と こ ろな 現こ 、 あ る種の糸野戟を作って しま

っている と 。 ど こ ら辺に問題がある かなんてい う こ と も 、 医会の先生方は困ってお られる

で し ょ う し 、 そ う い う よ う な も のを しっか り 出 してい く と い う こ と も必要 じゃないかな と

思います。 委員長と してはそ う い う ふ う に思 う んですが 、 石渡委員長代理、 いかがですか。

○石渡委員長代理

実は、 医会では、 周産期の搬送体制、 あ るいは地域の実情に合わせた診療体制を ど う い

う ふ う ろこやってい く か と い う こ と は重要な こ と で、 今、 母体死亡に関 して も どん どん減少

してき ていますけれど も 、 今回の母体安全への提言と して 、 地域の実情を考慮 した産科危

機的出血への対応と い う こ と で、 各地域則 ろこ立案 して 、 日 ごろか ら産科の救急をこついては

どのよ う に搬送体制を作る と か、 そ う い う シ ミ ュ レーシ ョ ンをする と い う こ と が 、 今回の

テ-マ ろこなっ ているんです為 これ と もかな り 類似 している こ と で も あ り ます し、 ぜひテ

ーマ と して取 り 上げて頂ければ と い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございま した。

こ こ で提言でき る こ と を具体化 される一番の職能団体と い う と 、 やっ ぱ り 産婦人科学会

と か、 産婦人科医会 と か、 新生児学会を こな ろ う と思いますので、 あ る程度そ こ の動き も期

待 しなが ら 、 再発防止委員会 と しては具体的な動き を してい く と い う こ と も必要ではない

かと思いますが、 事務局、 いかがですか。 何か、 事務局的に問題があ り ますか。

○事務局 (森脇)

事務局でございます。 早承りについて 、 診療体制の視点でも見れる 、 ち ょ っ と整理をする

と い う こ と と 、 それか ら 、 先 々ま ど ご意見頂き ま したこ と を踏ま えま して 、 メ ト ロ イ リ ンテ

ルをこついては臍脱の 中であわせて ど う い う ふ う に見れるか と い う のを整理する と い う こ と

で、 その後でまた色々 ご検討頂 く と い う こ と で よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 今の 日 本の診療体制の現状を踏ま えた上で、 そ う い う 問題点は

やっ ぱ り こ こ に出ている と 。 つま り 、 脳′盤麻痺を発症されたお子さ ん方の背景 をこそ う い う

問題がある と 。 これは、 ど う し よ う も ない と い う か、 事実は事実であ り ますから 、 その事

実を積み重ねて、 それに対 して具体的に ど う い う 提言ができ るか と いった こ と を事務局の
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ほ う で も う ち ょ っ と整理 して頂いて、 テーマを決める のは次回でよ ろ しいですか ? 間に合

う んですかね。 少 し、 ス ケジュールが窮屈にな り ますか。

○事務局 (森脇)

再度確認 して 、 ご相談 させて頂き ます。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○川端委員

常位胎盤早期剥離の保健指導について と い う こ と ですが 、 実は、 産科ガイ ドラ イ ンの改

訂版を作る ために今色々動いている わけですけれ ど も-- 2 0 1 4 年度版です。 そ こ に 、

常位胎盤早期剥離の保健指導、 似た よ う なテーマで、 委員の間で相当激 しいディ スカ ッ シ

ョ ンがな されま した。 現実をそのま ま数値で出 して妊婦さ んに説明 した ら怖 く て妊娠 しな

く な る ん じゃ ないか と い う こ と で、 これは参考までになんですが、 常位胎盤早期剥離のノ ･

イ リ ス ク な人たちだけ選んで説明を し よ う か と い う よ う なディ スカ ッ シ ョ ンがな されま し

た。 今 、 実はそのディ スカ ッ シ ョ ンは途切れま して 、 機構のほ う と い う か、 報告書に ど う

も こ のテーマが載る と 思われる ので、 それを待ちま し ょ う か と い う 話になってき たんです。

どっ ち も様子見を している よ う な段階になっ て く る のではないかな と い う 気が して 、 あ え

て発言致しま した。 私が言いたいのは 、 こ の保健指導は ど う い う 対象に ど う い う 話の仕方

をするか と い う 、 そ こ が非常に重要な と こ ろで、 指導する と い う 言葉だけは、 いい言葉だ

と 思います。

以上です。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 基本的には、 第 2 回の報告書に盛 り 込まれま したのは、 皆 さ ん

に周知 してお く と よ かろ う と思われる事柄です。 。 早訓の可能性はこ の く らいあ り ますよ と

い う 、 数値も ち ょ っ と入っています。 ただ、 それは非常に重篤な早荊。 つま り 、 胎内死亡

であ り ます と か、 脳障害であ り ます と か、 あ るいはD I C にな って しま う と い う よ う な も

のは 0 . 1 %か 0 . 2 % ぐ らいで し ょ う けれど も 、 しか し、 プロ スペク テ ィ ブに見てい く と

0 . 5 % ぐ らいの可能性があっ て 、 そ う い う 中で う まい具合にサルベージされて、 産科医療

あるいは新生児医療で救命でき た と い う も のはその ぐ らいあ る だろ う と い う よ う な こ と の

大まかな話と いいますか、 患者さ んにちゃん と理解 して頂 く よ う な話 と い う のは しない と

いけないのではないかな と い う ニ ュ アンスが 、 こ の報告書には入っ てお り ます。 あ と は、
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それについて実際に妊婦さ んたちがア ク シ ョ ンを起こ された と き 、 私は こ う だよ 、 ああだ

よ と いっ た と き の こ と &こついてはま だ触れていない状況ですね。 ですから 、 それはまた産

婦人科医会のほ う でご議論頂ける んだっ た ら ば、 第 2 回の報告書を受けて医会 と しては ど

う い う 議論を進めてい く か と い う こ と を して頂ければ、 我々 と して も非常にあ り がたい と

思います。

ど う ぞ。

○板橋委員

いつ も こ の議論の中で僕 自 身も混乱する のですが、 1 つは、 脳性麻痺があったお子 さ ん

でこ う いったイベン ト が多かっ た と い う 事象 と 、 介入する こ と で脳性麻痺と 関係する事象

と い う こ と を同一に議論する こ と は問題がある と思います。 特に後者をディ スカ ッ シ ョ ン

する と き には 、 結局、 非介入群と の コ ン ト ロ ールがない と 中々結論を得る こ と ができ ない

ので、 そ こ については多分、 幾 ら数を重ねていて も 、 それはあ く までも個別の使い方でデ

ィ スカ ッ シ ョ ンをする しか、 結論を出 し よ う がないんだろ う な と い う ふ う に思 う んですね。

そ う な る と 、 テーマ と して数が集ま っ て明 らかになっ て く る部分 と 、 それか ら 、 メ ト ロ も

そ う で し ょ う し 、 子宮収縮剤もそ う で し ょ う けれど も 、 個々 に問題があるテーマ と る乙分け

て議論する必要がある と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 それについては、 今 田まご欠席ですけ ど、 小林委員がいつもそ

う い う 視点でご発言頂いてお り ま して、 ですか ら 、 そ う い う 統計学的ないわゆる プロ の 目

か ら見たデザイ ン と 、 も う 1 つは、 こ こ は、 純粋学術の場と い う よ り は、 やは り 社会的に

ど う い う こ と を我々 は しない と いけないか。 必ず し もサイ エンテ ィ フ ィ ッ ク に全てがエ ビ

デンスベース ドで動ける と い う も ので も あ り ません し、 こ の く ら いの こ と が起こ っ ている

ので、 関係の皆 さ ん、 こ う い う こ と を一応頭に入れなが らやって頂き たい。 最後のデシジ

ョ ンは当事者の裁量権にな り ますよ と か、 色んな段階別の提案の仕方、 提言の仕方が出て

く るだろ う と思います。 今回 、 医会のほ う で今企画 してお られる メ ト ロ イ リ ーゼ法をやっ

て 、 その う ち ど う い う ふ う に流れてい く か と い う のは、 これは本当に コ ン ト ロ ールを含め

たス タディ ーにな る と思 う ので、 そ う いっ たス タ ディ ーが本当に 日 本でや られて、 今の と

こ ろ どっ ちか と い う と 形勢不利なメ ト ロ イ リ ーゼ法が、 いやいやそんな も の じゃ ない よ と

い う データ が出て く るかも しれない。 そ う い う こ と のき っ かけに こ の再発防止委員会での

先生方の議論が役に立って頂ければいいかな と い う ふ う に思いますので、 先生のおっ しや
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る通 り 、 これはエ ビデンスベース ド みこ しない と いけない と い う テーマ と 、 そ う でないテー

マ と い う のは、 当然考慮 しなが ら進めてい く と い う こ と が必要だろ う と思います。

○板橋委員

そ う い う 理解で した ら 、 全 く 問題ない と思います。 あ り が と う ご ざいます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

じゃ あ 、 事務局のほ う でも う 少 し整理を して頂 く と い う こ と で よ ろ し ゅ う ございますか。

○上田理事

常位胎盤早期剥離の保健指導については、 その対応 と か、 実施体制ですと か、 先ほ どの

ご意見の通 り 検討させて頂き ます。 メ ト ロ イ リ ーゼ法については、 臍帯脱出の中の一つ と

して分析する こ と をこな り ま した。 そ う します と 、 第 1 回 目 で取 り 上げた 4 つのテーマにつ

いては、 岩下委員 と板橋委員はテーマ と して取 り 上げる こ と についてはご意見がある よ う

ですが 、 ど う した ら よ ろ しいで し ょ う か。

○岩下委員

取 り 上げる こ と は重要だと思 う んですが、 前回 と 同 じ こ と を書いて も し よ う がないので、

先ほ ど来、 議論が大分出ていますけれ ど も 、 例えば診療体制の面から見直すと 。 それから 、

こ こ に話は出ていませんけれど も 、 勝村委員が言われたよ う に 、 ガイ ドラ イ ンを守 ら ない

人がいる と い う よ う な観点から は 、 教育的な面ですね。 幾 ら講習会をやれと言って も 、 中々

でき ない。 例えば、 我々 は、 ガイ ド ラ イ ン と い う のは、 毎朝 1 5 分 と か 2 0 分、 みんな集

ま っ て読み合わせ して周知する よ う な こ と をやっ ているんですけれども 、 何かそ う い う 教

育的な も の も考えなき やいけない し 、 色んな見方がある と 思 う ので、 ただ単に n の数をふ

や しただけだ と新 しい提言は出ないん じゃないかな と い う こ と で発言しま した。

○池ノ 上委員長

切 り □ を少 し工夫 して 、 提言につながる よ う な動き と い う こ と ですね。

板橋委員 も よ ろ しいですか、 今の よ う な コ ンセプ ト で。

○板橋委員

僕も 同 じ意味です。 あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

鮎澤委員、 ど う ぞ。
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○鮎澤委員

数がふえてき て も新 しい知見はなかった と い う こ と も 、 それはそれで一つの結果だと思

います。 同 じ こ と を書 く と い う こ と ではな く て 、 そ こ を書いて頂ければ、 また次につなが

ってい く と 思いますので、 私は 、 ぜひ重ねて頂ければと 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

それじゃあ 、 第 3 回の再発防止に関する報告書の中のテーマについては、 その よ う に さ

せて頂きたい と 思います。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。

それでは、 ｢再発防止委員会からの提言｣ についての ご議論をお願い したい と思います。

事務局、 お願い致 します。

○事務局 (御子柴)

事務局でございます。 本体資料の 3 ページを ご参照下さ い。 2 ) ｢再発防止委員会か ら の

提言｣ について 、 ご説明 させて頂き ます。

( 1 ) 経艶緯です。 本制度における再発防止の取 り 組み と 致しま しては、 再発防止委員会

から発信する情報 と して 、 年 1 回の ｢再発防止に関する報告書｣ 及び ｢産科事例情報｣ 等

を提供する こ と と してお り ま した。 また 、 ｢再発防止に関する報告書眩こおき ま しては、 テ

ーマに沿った分析の中で取 り ま と めま した内容を産科医療関係者等に広 く 周知する ために 、

｢再発防止委員会か らの提言｣ と して掲示用資料を作成 し 、 報告書の巻末及び本制度のホ

ームページに掲載してお り ます。

( 2 ) 今後の取 り 組みです。 ページが前後致しますが、 資料 2 を ご参照下さい。 こ ち ら

に 、 これまでに提供致 しま した ｢再発防止委員会か ら の提言｣ を一部お示 し してお り ます。

今後の取 り 組みにつき ま しては 、 再発防止委員会で提言 した内容を産科医療関係者等に広

く 周知する こ と が 、 再発防止及び産科医療の質の向上を図 る上で重要 と 考えますこ と か ら 、

こ ち ら の報告書における掲示用資料の提言を、 これまで議論 した ｢産科事例情報｣ と して

改めて提供する こ と と 致 しま した。 さ ら に、 必要に応 じて これ らの ｢再発防止委員会から

の提言｣ を も と に 、 よ り 充実 した も のを作成 し、 提供する こ と と 致 します。

本体資料のほ う にお戻 り 下 さ い。 報告書の公表か ら一定期間後に再度提供する こ と で、

提言内容の周知徹底を図る こ と ができ る と 考えてお り ます。

( 3 ) 提是供する情報についてです。 提な供する情報 と 致 しま しては、 まず 1 つ 目 に、 先ほ

どの報告書における掲示用資料の提言を公表か ら約半年後を 目 処に再度送付致 します。
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本体資料の 4 ページを ご参照下 さ い。 1 つ 目 の0です。 その他、 必要に応 じて報告書に

掲載した こ ち ら の提言を も と に、 対象者に合わせ、 よ り 充実 した情報を作成 し 、 提供する

こ と と 致します。

次に 、 資料 3 を ご参照下さ い。 今回は、 こ の必要に応 じて作成する情報の案と致 しま し

て 、 第 2 回報告書のテーマに沿っ た分析で取 り 上げた ｢常位胎盤早期剥離の保健指導につ

いて｣ を妊産婦向けの情報案と して作成致しま した。

資料 3 の 2 枚 目 をおめ く り 下 さい。 こ ち ら "こ 、 報告書に掲載致 しま した ｢常位胎盤早期

剥離の保健指導について｣ の提言内容を妊産婦向けに分か り やす く 記載 したもの を案 と し

てお示 し してお り ます。 ま た 、 1 枚 割こは、 妊娠 ･ 出産に向けた健康管理等について記載

の項 目 などを主に取 り ま と め 、 2 枚 目 の提言に結びつけ られる よ う な内容 と してお り ます。

こ ち ら の こ の提言に関 しま しては、 特に保健指導を行 う 分娩機関及び保健所、 市町村等に

おいて ご活用頂 く こ と で、 保健指導の充実に寄与でき る のではないか と 考えてお り ます。

こ の具体的な内容につき ま しては、 今後 、 先生方の ご意見を伺いなが ら 、 次回以降の委員

会において ご審議頂きたい と 考えてお り ます。

本体資料の 4 ページにお戻 り 下 さい。 ( 4 ) 周知方法です。 周知方法と致 しま しては、 報

告書の公表か ら半年後、 3 月 公表の場合であれば、 9 月 ごろを 目 処に送付致します。 また 、

必要に応 じて作成致 しま した提言につき ま して も 、 適宜送付 し、 本制度のホームページに

掲載する こ と と 致します。

( 5 ) です。 対象 と 致 しま しては、 ｢再発防止に関する報告書｣ と 同様に 、 約 3 , 3 0 0

の本制度加入分娩機関に送付する他、 国、 関係団体等、 約 7 0 0機関に送付する予定でご

ざいます。

以上でございます。

○池ノ 上委員長

ど う も あ り が と う ご ざいま した。

ただいまの ご説明 、 いかがで し ょ う か。 何か、 ご質問ございますで し ょ う か。 ｢再発防止

委員会からの提言｣ についてであ り ますか。

ど う ぞ。

○勝村委員

報告書の最後に提言が載っていますよね。 これは 1 回 目 と 同 じ よ う に医療機関に対 して

配布する も のであっ て 、 それ と は別に妊産婦向けに出す と い う こ と なんですか。
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○上田理事

2 つの提案を してお り ます。 1 つは、 今 、 勝村委員がおっ しゃいま した、 こ の巻末にあ

る提言を 、 これは報告書と して こ う い う 形で関係者に配布 しますが 、 半年後にこ の提言だ

けを も う 一度改めて ｢産科事例情報｣ と して提言 して行 く と い う こ と が 、 1 つの案です。

も う 1 つは 、 同 じ も のだけでな く て 、 例えば今回は常位胎盤早期剥離について妊産婦さ

ん向けの提言が記載されてお り ますので、 その妊産婦さ ん向けの提言を、 皆様方か ら ご意

見を頂き なが ら妊産婦さ ん向けの情報 と して整理を して 、 分娩機関等に配布 してい く こ と

を考えています。 あ く までも こ の妊産婦さ ん向けの情報は、 妊産婦 さ んに直接お渡 しする

のではな く て 、 分娩機関ある いは保健所、 市町村で妊産婦さ んに対する教育を行 う 際に-

つの資料と して活用 して頂 く 、 と い う 提案であ り ます。

これまでも 、 年 1 回の報告書だけでその間は何も しないのか と い う こ と が 、 課題になっ

てお り ま した。 ｢産科事例情報｣ を何らかの形で提供する こ と をこついて 、 具体的に、 2 つの

案を事務局 と して提案 してお り ます。 こ の点について先生方か ら ご意見を頂いて 、 具体的

な中身は今後詰めます。 進め方 と して 、 こ う い う 内容でよ ろ しいか と い う こ と でございま

す。

○勝村委員

第 1 回 目 の と き も こ の提言は提言だけで配られている と 理解 していたんですけ ど、 それ

も半年後だっ たんですか。報告書の巻末に載せて配布 した半年後に提言だけが配布 された。

○上田理事

いや、 それはまだやっ ていませんので、 これか ら ……。

○勝村委員

報告書だけだっ たわけですか、 1 回 目 に関 して も 。

○上田理事

そ う です。

○勝村委員

も う 1 つ質問なんですけ ど、 こ こ にあ る胎盤早期剥離の保健指導について と 、 今 こ こ に

出て き ている も の と 、 2 種類、 胎盤早期剥離に関 しては作って 、 その 2 つの使い分けは ど

う い う 感 じにな る ので し ょ う か。 すみません、 も う 一度、 お願い します。

○事務局 (森脇)

事務局でございます。 必要に応 じて情報を付加 した よ う な形で……。
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○勝村委員

こ ち ら のほ う が情報量が多い と 言 う こ と ですか。

○事務局 (森脇)

付加な り 、 変え る な り して 、 対象者に合わせた提言を作成 しては ど う か と い う のが 、 事

務局の案でございます。 1 つ 団ま、 報告書にございます掲示用 を も っ と 皆 さ んに知って頂

く と い う のが趣旨で、 半年後に も う 一度お送 り する と い う こ と でございます。 報告書に掲

載 してはお り ますが 、 ホームページに掲示用 と して張れる よ う に P D F ではお知 らせは し

ている んですけれども 、 も っ と積極的に と い う のが 、 事務局のご提案でございます。

○池ノ 上委員長

いかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○板橋委員

新たに配布するんだっ た ら 、 例えば、 産科の先生方と かが定期購読 している 日 産婦の学

会誌と か、 医会報 と か、 ああい う のに入れた ら ど う なんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長

いかがですか、 事務局案 と して。 これは一般向け も考えている ?

○上田理事

これは産科医療補償制度と して 、 加入分娩機関に対する広報 と して考えてお り ます。 板

橋委員の提案は、 具体的に、 助産師会ですと か、 産科医会ですと か、 学会等に 、 何 らかの

形で掲載 して貰っては と の ご意見ですが検討したいと思います。 それぞれの団体にお話を

して 、 ご協力頂ければ、 お願い したい と思います。

○池ノ 上委員長

ど う ぞ。

○石渡委員長代理

分娩機関に こ の報告書が 1 冊行 く わけですね。 と こ ろが 、 大学 と か公的病院はも のすご

く 勤務医が多いわけで、 1 冊では足 り ない と思 う んですね。 ですから 、 そ う い う と こ ろは

1 0 冊な り 2 0 冊送る と か、 そ う い う こ と を考えて頂き たい と い う ふ う に思います し、 も

う 一つは、 今回 、 『すこやかな妊娠と 出産に向けて｣ と い う 妊婦 さ ん向けの情報案 と して出

てお り ますけれど も 、 実は、 市町村でやっている 、 先ほ ど上田理事が言われま した よ う に 、

母親学級 と か両親学級、 ああい う と こ ろで これを活用 して頂き たい と い う ふ う に思 う んで

すね。 ですか ら 、 あ る程度の部数と いいますか、 かな り の枚数を作る必要がある のではな
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いか と い う ふ う むこ思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長

他にいかがで し ょ う 。 ど う ぞ。

○勝村委員

僕は、 どん どん と 、 でき る限 り情報を出 していっ て頂き たい と思います し、 こ の報告書

の最後に載せている部分はあ く まで も掲示用 と してデザイ ン されている と い う 理解で した

ので 、 それがまだ掲示用 と して配布 されていないのであれば、 掲示を して頂き たいです し、

僕は常々色んな と こ ろで言っている んですけ ど、 まずは、 お医者さ ん向け と 患者向け と い

う のは両方同 じ も のを配ってい く と い う こ と が大事で、 それぞれに対するプラス アルフ ァ

の情報はその次のニーズが来る と考え るべき 。 ち ょ っ と専門的知識がない と 読みに く いの

ではないか と い う こ と があっ て も 、 でき る だけ医師 と 患者の双方に必要な情報の最大公約

数で両方に同 じ も のをまずは配っ ていってほ しい し、 同 じ情報をでき る だけ患者と お医者

さ んが共有 してい く んだ と い う 医療の現実を手助け していける よ う に していってほ しい と

思います。 だか ら 、 早荊に関 しては患者向けにこ う い う こ と を言っ てい く べき なんだ と い

う ふ う に再発防止委員会が言っ てい る と い う こ と をお医者さ んに も 見て も ら え る よ う に 、

お医者さ ん向けにはこ う い う こ と に気をつけて下さ いね と 言っている と い う こ と を患者さ

んにも ある程度見て理解 して も ら え る よ う る こ と い う こ と を してい く こ と が 、 何かあった と

き の一番の相互の信頼関係に もつなが る と思いますか ら 、 情報の共有が される と い う こ と

はすご く いいこ と だと思 う ので、 そ う い う 、 できればそれぞれのページに、 特に患者さ ん

へ と い う コ ラ ムが大き な字で構成されている よ う な と こ ろがあっ て もいいと思いますけ ど、

再発防止委員会 と しては、 最初か ら 、 患者 さ ん向け 、 お医者さ ん向け と い う ふ う に しない

ほ う がいい と 、 僕は思います。 ただ、 先ほ どおっ しゃった よ う に 、 こ う い う も のを医会の

会報なんかに載せる と き は も ちろんお医者さ ん向けで し ょ う し 、 母親教室で使 う と い う と

き には も ちろん患者さ ん向けになる 、 それはそれぞれの、 情報を伝える仕事をする人が、

その情報を使 う 際にいいよ う に適切に整理や補足を して も ら っ た らいいと思 う のですけ ど、

再発防止委員会と しては、 全ての人に同 じ も のが読んでも ら えて 、 お医者さ ん も一般の人

も共通理解 してい く と い う よ う な形の出 し方で掲示 して も ら えた らいいな と い う ふ う に 、

僕は思っています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。
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他に 、 ご意見はいかがで し ょ う か。 ど う ぞ。

○上田理事

今の勝村委員のご意見についてですが 、 例えば資料 3 ですけれども 、 これは妊産婦向け

の提言です。 先ほ ど申 し上げま した よ う に 、 こ の提言を分娩機関に配布 して 、 これを分娩

機関で、 保健指導を行 う と き です と か、 あ るいは ロ ビーな どに これを貼って頂いて妊産婦

さ んに見て頂 く こ と を考えています。 あ く まで も妊産婦さ ん向けではあ り ますけれ ども 、

分娩機関に対 して も妊産婦さ ん と 同 じ情報が届 く よ う に考えてお り ます。

それか ら 、 報告書の中の提言について も 、 常位胎盤早期剥離について妊産婦さ んに対す

る提言と産科医療関係者に対する提言、 これは同 じ も のであ り ます。 ですか ら 、 妊産婦さ

ん向け と 、 タ イ トルと してはあ り ますけれども 、 産科医療関係者に も 同 じ よ う な情報が行

く よ う に したい と 思ってお り ます。

○勝村委員

掲示用なので、 産科のス タ ッ フ も読めて 、 これか らお産する人も読める と い う 、 両方が

読め る よ う に同 じ よ う に 、 お医者 さ ん向けかな と 思 う も の も 、 妊産婦向けかな と思 う 内容

の もの も 、 結局、 どっ ち も読んでも ら って も いいなあ と い う こ と を少 し加味 して書いて も

ら っ て 、 そ う い う も のを同 じよ う に掲示 して も ら う 。 お医者 さ ん向けっ ぽいな と い う やつ

は多 く の人は読むのがきついかも しれませんけ ど、 逆にそれを しっか り 読みたい と い う 妊

婦さ んがいて も 当然いいわけです し、 も っ と 妊婦 さ ん も産科医療の知識をつけま し ょ う と

言っ ているわけですか ら 、 そ う い う も のを読んでい く こ と も でき ていい し 、 お医者さ んも 、

患者向けに今 ど う い う こ と が言われている のかな と い う こ と をス タ ッ フの人たち も どん ど

ん読んでも ら っていいわけなので、何か、 それぞれの紙にそ う い う 考え方がある に して も 、

委員会と しては両方、 全ての患者向け ･ お医者さ ん向けをみんなに同 じよ う に掲示を して

並べてほ しいな と い う ふ う に思っています。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

いかがで し ょ う か、 他に何か。 ど う ぞ。

○川端委員

今の勝村委員のご意見ですけ ど、 先ほ ど私がち ょ っ と述べま した よ う に 、 早期剥離はこ

んなにl布いんだよ と い う こ と を話 して しま う 。 母親学級では注意するためにはいいかも し

れないですが、 全ての妊婦さ んにそ う い う 話を していい も のか。 極端に言 う と 、 日 本では
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妊産婦が これだけ死んでいますま と 、 それを私はいつ も言お う か迷っていますけれども 、

言わずにずっ と 来ています。 それは、 1 0 0 人超えていた時代から 、 だんだん少な く なっ

てはき ている けれども 、 やは り 6 0 人死んでいますよ。 それを産婦人科医は常識と して知

ら な く ち ゃいけないけれど も 、 妊婦 さ んにそれを知 らせる必要がある か と い う 問題があっ

て 、 そ こ はまだ医者の間での コ ンセ ンサスが得られてない と い う こ と も あ り 、 そ こ ま では

言っ てないわけですね。 ですか ら 、 何で も説明する と い う のはち ょ っ と行き過ぎ じゃない

か と 、 私は思います。

○池ノ 上委員長

勝村委員、 いかがですか、 知 り たいか、 知 り た く ないか と い う のは。

○勝村委員

こ の種の議論は昔か ら よ く してき た と感 じている のですが、 川端委員も 、 すご く 、 お医

者さ ん と して 、 非常に良心･的に患者に対 してやさ しい思いでおっ しゃっ てお られる と い う

こ と は分かる んですけ ど、 従来か ら 、 カルテを開示する のか、 しないのか と い う 1 5 年ほ

ど前の議論か ら で も 、 癌であって も癌だ と 言わないほ う がいいのか、 やっ ぱ り 言っ たほ う

がいいのか と い う 議論があっ たわけです。 病名 を知る と いたずら に不安がるか ら 、 と 告げ

られないまま 、 だか ら 自 分で治療法を選べないま ま死んで しま った人たちの思い と か、 今

で も 、 充分に リ ス ク を知 ら されないま ま 、 亡 く なっている方はお られるわけですね。 だか

ら 、 そ う い う 観点か らする と 、 やっ ぱ り 怖い印象は持つに して も伝えて欲 しい。 その と き

にお医者さ ん側は、 一回 り しん ど く な る かも しれません。 何も言わなかった ら何も言われ

る こ と はないんだけ ど、 そ う い う リ ス ク を伝えてい こ う と した ら 、 も しか した ら こ う い う

不安を持つかも しれないから 、 その不安を解消する よ う な話し方 と か、 そ う い う 配慮まで

していかなければいけな く な る な と い う よ う な大変さ はふえて く る と思います。 だから と

いって何も情報を与えない と い う よ う な こ と は、 今ではも はやな く なってき ている と思 う

んですね、 癌であれ、 何であれ。 結局、 全部伝えていった上で共に判断してい く と い う こ

と になっ て き ている と 思いますので、 僕は、 必要以上に恐怖感を与えないよ う るこする と い

う よ う な配慮の上で、 事実をそのま ま伝える と い う こ と の科学的良心みたいな も のはき っ

ち り と確立 した上で、 今、 皆 さ んおっ しゃ る よ う に 、 早桑月 も非常に危険だけれども 、 こ う

い う こ と も あ るかも しれない と 、 き ちん と情報を伝えてい く と い う 努力 を 、 その情報の伝

え方を どんどん研鑽 してい く と い う 方向に進んでいっ てほ しいな と い う ふ う に思っている

わけです。
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○池ノ 上委員長

医療 ･ 医学が進歩 してい く と 、 それにつれて体制 も色々変わっ てい く と い う のがある と

思 う んですが 、 今、 議論 されています医師 と看護師、 助産師の協働体制 と い う も のの中に、

おそ ら く 助産師さ ん方の役割の中に 、 今の よ う な問題に活躍を して頂き たい と い う 期待が

どこかにある のではないかと思 う んです。 医師側が極めて専門的な立場で色んな こ と を考

えなが ら 、 医者は医者で悩んでいる。 患者 さ んは患者 さ んでそ う い う 問題をそれな り に悩

んでお られる と い う 、 医師 と看護師 と が一緒になっ て協働 して患者さ んに提供でき る 医療

の質を上げま し ょ う と い う のが 、 今 、 協働体制、 チーム医療の根本的な考え方だと思 う ん

ですけれども 、 そ う い う 観点から 、 福井委員、 今の議論はいかがですか。

○福井委員

妊娠中に ど う い う リ ス ク があ る か と い う こ と を 、 妊婦 さ んに も全部知っ て頂 く と い う の

が 、 今のあ り よ う ではないかな と 思います。 ただ、 お どすよ う な説明の仕方ではな く て 、

ど う い う 場合には ど う い う リ ス ク が どれぐ らいあっ て 、 と い う こ と を知っ てお く こ と が必

要だと思います。 その こ と が分から ない と 、 望ま しい保健医療行動には中々 つなが らない

よ う な気が します。 ですので、 医師か ら リ ス ク に関する説明があった らその後に助産師が

フォ ロ ーする と か、 その次の妊婦健診の と き に前回の説明 を聞いて どの よ う に思ったかと

い う こ と を助産師が確認 して フォ ロ ーする と か、 き め細かに対応 してい く 体制がむ しろ必

要であって 、 妊婦さ んには、 今起き ている こ 割また様々 な方法や媒体を使って正確にご理解

頂け る よ う に してい く こ と が必要なのではないかと 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。

今 日 はち ょ っ と議論が広がっ ていますけれども 、 川端委員の ご心配と 、 勝村委員がおっ

しゃ る こ と 、 それから福井委員がおっ しゃ る こ と は、 医療安全と い う 視点か ら 、 鮎澤睾委員、

いかがで し ょ う か。

○鮎澤委員

大変な振られ方を されたなあ と思っています。 今議論になっ ている こ と は、 医療安全と

い う 視点か らだけではな く て 、 あ り と あ ら ゆる領域で、 ど こ ま で話すべき なのか、 誰が判

断すべき なのか、 今なお難しい問題なのだと思います。 ただ、 今の議論で言 う と 、 私は 、

こ う い う こ と が起き ている と い う こ と を 、 ハイ リ ス ク の患者さ んだけに限定されるのでは

な く て 、 ど う い う 話 され方が適切なのか と い う こ と を議論 しなが ら 、 基本的には皆さ んが
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き ちん と 知る こ と が大事なこ と なのではないか と い う 思いで伺っ ていま した。

今の ご質問から はち ょ っ と外れて しま う かも しれないのですけれど、 今の議論は、 こ の

委員会で知 り 得た こ と を どの よ う ろこ再発防止につなげてい く か と い う チャ ンネルの議論と

して 、 と て も大事な こ と だと思っています。 学会や医会や団体でこ う い う ふ う "こ広げてい

く こ と ができ る と い う 、 前半で と て も心強いお話を伺っ た。 今度はダイ レク ト に患者さ ん

に メ ッセージを出 していこ う と い う 方法論の話で、 では これを どの よ う に作 り 上げてい く

か と い う のは 、 これか ら先の こ と に もつながっ てい く 、 と て も大事な議論だと思っ ていま

す。

その内容、 それから方法についてはこれか らの議論なので少 しフ ライ ングになって しま

う か も しれないのですが 、 実は 3 つ 、 これを見なが ら 、 それか ら議論を伺いなが ら 、 .思 う

と こ ろがあっ て 、 例えば、 まず 1 つ 目 、 これは ｢すこやかな妊娠と 出産に向けて｣ と い う

と こ ろか ら入って早期剥離の と こ ろにフォーカス を当てていこ う と い う 言い方ですけれど、

本来は、 早期剥離の怖さ を知って、 だか ら こ う い う ふ う にやっていかなき やいけないよね

と い う のが 、 こ こ の再発防止のあるべき ス タ イルではないか と 思っ ています。 健康指導と

い う のは色々 な と こ ろで されている わけですね。 そ こ で最初にフォーカス をぼやか して し

ま う よ り 、 逆なほ う がいいのではないか。 と い う か、 そ う い う 検討も必要ではないか。 そ

れが 1 つo

それか ら 2 点 目 に 、 早期剥離と は ど う い う こ と なのか と い う と こ ろがあ る のですが 、 先

ほ ど委員長が早期剥離について大変熱 く 語 られた と き があ っ て 、 メ カ ニズムが分か ら ない 、

予防ができ ない、 予兆に気づ く こ と が大事なのだ、 だか ら 、 分か ら なかった ら来な さ い と

い う こ と を 、 実は 6 0 ページに書かれている こ と のんですけ ど、 と て も分か り やす く 言っ

て く だ さ った。 そ こ の と こ ろ こそ妊婦さ んが知るべき こ と で、 はがれる と 酸欠になっ て と

い う のはその次でもいいのではないか。 それが 2 点 目 。

最後 、 3 点 目 は、 これが ど う い う ふ う に使われてい く か と い う こ と を考えた と き に 、 掲

示なのか、 配布なのか。 その と き に 、 最初にある タ イ トルが 『再発防止委員会か らの提言｣

なのか、 ｢ 当診療所か らの妊婦さ んへのお願い｣ なのか、 色々 なス タ ンスがある のだと思い

ます。 使われ方を想像する と 、 こ の タ イ トルもまだ検討の余地がある のではないか と 思っ

ています。

すみません、 ち ょ っ と 話がずれて しま って。

○池ノ 上委員長
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いえいえ。 あ り が と う ございま した。

資料 3 はイ メ ージ と して事務局で準備 して頂いた も のであ り ますから 、 当然、 これか ら

先生方と議論を しなが ら 、 あ るべき も のに作 り 上げてい く と い う こ と でございます。 今 、

それぞれ委員の皆さ んか ら色んな ご意見が出ま したが 、 また 、 医会のほ う でも 、 再発防止

委員会でこ んな議論だった と い う よ う な こ と も踏ま えて 、 さ ら に議論を続けて頂ければと

思いますが、 よ ろ しいで し ょ う か。

ど う ぞ。 失礼 しま した、 先ほ どお待ち頂いて。

○勝村委員

皆さ んの ご意見のお気持ち も分かる のですけれど、 僕は 、 医会な らば医会 と して何かや

る と か、 それぞれの地方の医師会がそ う い う 掲示用の も のを色々作っ ている と か、 そ う い

う こ と はあ る に して も 、 こ の再発防止委員会 と してはやは り 、 再発防止委員会の仕事と し

てき っ ち り と こ う だっ た と い う こ と を真っ直ぐに出す。 そ う い う も のをまず作っ て 、 それ

を掲示する こ と に よ っ て 、 そ こ で例えばどんな会話を してい く べき なのかと い う のが現場

の心配だ と して も 、 そ こ ま でこ っ ちがかわ り “こやっ てあげる のではな く 、 か と 言っ て 、 読

んでお く だけであ と は も う いいですよでも な く て 、 それをき っ かけに 、 そ う い う 事実に基

づ く 、 疫学的に原因分析を して き た と い う のは初めてである わけですか ら 、 1 つ 1 つの事

故と い う のはすご く 教訓にすべきだ し 、 そ う い う こ と を よ う や く でき て き ている わけです

か ら 、 そ こ の役割を担っているわけですか ら 、 素直にそ こ を出 していって欲 しい。 そ して 、

それを も と にそれぞれの現場で どんな会話がな され、 どんな議論を し、 妊婦たちが何を感

じてい く か と い う こ と が大切で、 逆にそ う い う 新たな情報提供に よ る影響を意識 し過ぎて

素直に 自 分たちがやるべき こ と を出せない、 せっ か く 色んな事故を教訓に していこ う と し

ている のに、 出 ロ で教訓にでき ないこ と にな ら ない よ う に 、 でき る だけ情報をま っすぐに

出 してほ しい 、 と い う こ と が一つ。

も う 一つは 、 あんま り その話ばか り する と石渡委員長代理と の議論が気になる んですけ

れども 、 陣痛促進剤はずっ と 以前、 僕 らが裁判 していた こ ろは 、 使っている と い う こ と さ

え言われませんで した。 ほ と ん ど 、 使っ ている と 言わないで、 子宮 ロ をやわ らか く する薬

だ と か、 血管確保の 目 的の点滴だと 言っ て 、 僕の妻も実際そ う だっ た し 、 公立病院でも 、

全妊婦にそ う 言って使用 している と い う 実態があっ た。 なぜ全員にそんな言い方を してい

る のか と い う と 、 本当 の こ と を言 う と妊婦さ んが不安が る か ら だ と 、 裁判の 中で当時の医

師たちは言っ たんですね。 当時、 それは複数の裁判で言われている こ と だっ たので、 僕は

-3 5-



その こ と に問題を感 じていま した。 だか ら 、 子宮収縮剤を使 う のだった ら 、 使 う と言っ て

ほ しい と 。 言わなければな ら ない よ う &こする には ど う した らいいのか、 と い う こ と で僕 ら

が考えたのが 、 診療明細書の発行だっ たわけです。 家に持っ て帰る薬と い う のは、 今、 副

作用 と かも含めて記載される よ 引こな り ま したけ ど、 病院の中で打たれた点滴の名前と い

う のは、 診療明細書が発行される まで、 以前に も言いま したけ ど、 患者は知る こ と ができ

な く て 、 診療明細書が発行 される こ と が 中医協で決ま って初めて 、 PMDAは子宮収縮剤

の添付文書に、 こ の薬を使 う と き は使 う と い う こ と をその 目 的 と リ ス ク も含めて患者に言

う こ と 、 説明 しなければいけない と 書いたんですね。 診療報酬明細書発行までは、 子宮収

縮薬を使 う と 言 う か言わないかは医師の裁量だと 、 PMD Aは言っていたんです。 使 う と

い う こ と を知 ら されずに使われて副作用が起こ っ ている 、 と 言 う よ う な状況だっ たわけで

す。 同 じ よ う に、 胎盤早期剥離について も 、 非常に こ う い う 状態になる と リ ス ク が高 く な

る と い う こ と が知 ら されずに、 その ま ま胎盤早期剥離で事故になって しま う と か、 そ う い

う こ と にな ら ないよ う に 、 何かやっ ぱ り 患者の視点で真実を伝えていかなければいけない

と 僕は思っ ていますし 、 実際、 僕は色んな母親と話を しますけ ど、 皆、 お産の リ ス ク を覚

悟の上で、 だか ら こ そ勉強 したい と 思っ ている 。 妊婦はお産は リ ス ク があ る のに 、 安全だ

と思いこ んでいるから裁判を している と い う よ う な偏見を振 り まいている産科医ではない

医師がいますけ ど、 例えば、 僕はお会い したこ と ないんですけ ど、 小松秀樹と い う 人は、

日 本の妊産婦はお産が安全だと思い込んでいる と 。 僕は、 それはすごい偏見だ と 思っ て 、

色んな妊婦さ ん と話を しますけ ど、 でき る だけ安全だと信 じて楽 し く 過ごそ う と も してい

る け ど、 一つ間違っ た ら何が起こ る か分から ない、 高齢出産だっ た ら こ う い う リ ス ク が高

ま る だろ う し 、 お産は何が起こ るかわか らず危険だ。 だか ら 、 みんな 、 分娩室に入った と

き に家族もそわそわ している し、 そ う い う リ ス ク を 、 漠然 と した リ ス ク をすご く 考えなが

ら 、 みんな 、 安全にお産を したい と願っている 。 だか ら 、 僕の妻も 、 母子健康手帳な り 母

親教室の冊子はも のすご く 読んでいた し、 医師の話を聞いて母親教室のテキス ト の余白 に

ものすご く 書き込みも している んだけ ど、 子宮収縮剤 と い う 言葉は全 く 一度も 出て こ な く

て 、 で も結果は子宮収縮剤を知 ら ない間に使われて死亡 した と い う のが僕らの教訓なので

す。 その当時の産科医たちに配 られたガイ ドラ イ ン と 同 じ も のを僕 ら患者側も 目 を通すよ

う な こ と ができ ていた ら 、 被害に遭わなかっただろ う と い う のが僕の思っている こ と なの

で、 でき るだけ 、 色んな人がそれを読むこ と が出来る よ う にすべき です。 実際に 、 読むか、

読ま ないか、 読ま なければいけない と まで言 う か言わないかは別に して 、 読む こ と が出来
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る よ う に情報は提雄共 していっ てほ しい。

実際、 母子健康筆帳に して も 、 薬の副作用がある と い う こ と を書 く と 妊婦が不安がる か

ら と い う 理由で薬の副作用については一切善かれて こ なかっ たんですけ ど、 薬害の被害者

団体の厚労大臣 と の長年の交渉でよ う や く 薬の副作用 に関 して記載されている ホームペー

ジへの リ ンク を母子健康手帳に載せる よ う にな っ たのは 、 つい二、 三年前のこ と なのです。

知 り たい と 思 う 人が知れる よ う にする こ と 、 こ っ ちが知っ てお く べき だ と 思 う こ と を伝え

てい く と い う こ と が 、 大切です。 再発防止のために情報を集積 して 、 情報を出 していこ う

と している わけですか ら 、 僕は、 そ こ はまずこ の委員会 と しては迷わずま っすぐに出 して

いって 、 その受け手の側で、 現場で ど う 生か してい く か と い う こ と をぜひ研鑽 してほ しい

と 、 僕は本当 に強 く 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 実は、 勝村委員がおいでにな る ち ょ っ と 前だったかも しれませ

んけ ど、 第 1 回の報告書を公表 した後に関係学会ある いは職能団体等で色々 なイベン ト が

企画されて、 その基本になっている のが 、 こ の再発防止委員会から の提言であっ た り 、 報

告書であった り したわけです。 その中で石渡委員長代理か ら 医会の取 り 組みな ど もかな り

具体的に示 して頂き ま して 、 今までの医会の雰囲気か らする と 、 すご く 大き く 前進、 一歩

も二歩も前進 された と い う よ う な内容の報告があ り ま した。 ですか ら 、 決 して我々 が一生

懸命やっている こ と がむだにはなっ ていないな ら思います。 それか ら 、 福井委員か ら もそ

う いっ た取 り 組みが助産師さ んたちの間で広がっている と い う こ と があ り ま したので、 そ

う い う 意味では非常に大き な変革が起こ っ ている こ と は事実だと い う ふ う に思います。 そ

う い う 意味ではやは り 、 我々 が こ う い う 活動を 、 地道 と いいますか、 しっか り 続けてい く

と い う こ と を今後も続けていかなければな ら ない と い う ふ う に思っ てお り ます。

ど う で し ょ う 。 こ の提言についてはこ う いったイ メ ージで今後作ってい く と い う こ と で、

こ の作業を進めてい く と い う こ と &こついて 、 先生方、 特にご異論ございませんか。 なけれ

ば、 内容は今後詰め させて頂 く と 、 そ う い う こ と で事務局はよ ろ しいですかね。

あ り が と う ございま した。

それでは、 全体を通 して 、 これま での議論で何かご質問 ございますで し ょ う か。 よ ろ し

ゅ う ございますか。 かな り 活発にご意見を頂き き ま したので、 今 日 の第 2 回……。

ど う ぞ。

○石渡委員長代理
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資料ができ た場合の配布の方法なんですが、 郵送料のこ と と か等々 はある かも しれない

んですけれど も 、 医会のほ う は 、 今、 1 万 2 , 0 0 0 人ほ ど会員がお り ますが 、 全部そ こ に

は配布 されます、 医会報 と 一緒に。 学会のほ う も学会雑誌をやは り 毎月 1 回発送されてい

る わけなので、 そ う い う も のを利用 される のがいいのではないかと思 う んですが 、 ただ、

郵送費がかかる と 、 こ ち ら も少ない賄源でやっている わけだか ら 、 その辺はち ょ っ と援助

して頂かなき やいけない部分はあるか と 思いますけれど も 、 そ う い う 方法はあ り ますので、

それは協力 させて頂き たい と 思います。

○池ノ 上委員長

あ り が と う ございます。 具体的な、 各論的なこ と については、 そ う い う 時期が来た ら 、

ご議論頂き たい と 思います。

他に特に ご発言なければ、 少 し時間は早いんですけれども 、 たま には早い委員会に させ

て頂き たい と 思いますので、 以上で本 日 の再発防止委員会を終了 させて頂き ます。

次回の委員会につき ま しては、 原因分析報告書に基づいてテーマに沿っ た分析 と い う こ

と を行いたい と思いますので、 これは非公開で行いたい と 思います。 ど う ぞよ ろ し く お願

い致します。

委員の先生方、 ご多忙の中 ご出席頂き ま して 、 あ り が と う ございま した。

了
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